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　学習者主体の授業づくりが進められ、個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な取組が多くの学

校で実践されるようになってきました。

　そして授業でのＩＣＴ機器活用は、授業改善に

大きく寄与しています。シンキングツールなどで

考えを整理し積極的に友達と交流して学びを深め

ていく授業、注意集中が高まり子どもが意欲的に

活動する授業、学習の流れや子ども個々が扱う情

報量が格段に多くなっている授業など多くの成果

が見られるようになりました。さらに、アプリで

容易に子どもの実態調査を行って授業に生かした

り、発達段階に応じてあえて紙媒体を使ったりす

るなど、子どもが主語の学びを進める環境づくり

に教師が心を砕いている様子も多く見られていま

す。

　そして最大の成果は、教師と子どもが一緒に学

びを創造していく姿勢が色濃くなってきているこ

とにあるのではないかと感じています。

　十勝教育研究所では、今年度、子どもが課題や

目的意識を共有し、自己決定をしながら主体的に

取り組むために「対話の工夫と学びをつなげる振

り返り」に視点を当てた共同研究を進めました。

また、特別活動を切り口とした協力員研究では、

相手意識をもち、他者と様々に関わりながら、お

互いを大切にしていく姿勢や態度育むために、

「日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意

思決定する学習展開の工夫」に視点を当てた研究

を行いました。両研究とも、授業実践を中心とし

た省察的実践検証として、４名の先生に授業提供

をいただきながら進めることができました。

　そして、ここに２つの成果をまとめた研究紀要

No．219を発刊する運びとなりました。成果は、現

場からの声に応え、ホームページでも公開してお

ります。

　何かと忙しい中、授業の提供をいただいた先生

方、２つの研究の推進に当たりお力添えをいただ

いた研究員の皆様、関係機関の皆様に感謝とお礼

を申し上げ、研究紀要発刊の言葉といたします。

令和７年２月

十 勝 教 育 研 究 所 長
十勝管内教育研究所連絡協議会長

山 田 　 洋

　　

序序



目 次

序 
十 勝 教 育 研 究 所 長
十勝管内教育研究所連絡協議会長　

山 田 　 洋

十勝管内教育研究所連絡協議会　共同研究

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究

～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

Ⅰ　研究の概要　 ………………………………………………………………………………… 　2

Ⅱ　研究の視点と内容　 ………………………………………………………………………… 　6

Ⅲ　授業実践（小学校） …………………………………………………………………………　12

Ⅳ　授業実践（中学校） …………………………………………………………………………　22

Ⅴ　参考資料　 ……………………………………………………………………………………　32

Ⅵ　研究のまとめ　 ………………………………………………………………………………　40

Ⅶ　共同研究員紹介／参考・引用文献　 ………………………………………………………　42

十勝教育研究所　協力員研究

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究

～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

Ⅰ　研究の概要　 …………………………………………………………………………………　44

Ⅱ　研究の視点と内容　 …………………………………………………………………………　48

Ⅲ　授業実践　 ……………………………………………………………………………………　52

Ⅳ　研究のまとめ　 ………………………………………………………………………………　66

Ⅴ　研究協力校紹介／参考・引用文献　 ………………………………………………………　69

あとがき



十勝管内教育研究所連絡協議会　共同研究

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究
～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

（２か年継続研究　２年次）

Ⅰ　研究の概要

１　研究主題

２　主題設定の理由

３　研究の仮説と内容、構造図

４　研究計画

５　検証計画

６　研究の推進

７　研究の組織

８　研究推進計画

　

Ⅱ　研究の視点と内容

１　研究の視点

２　研究の内容

　

Ⅲ　授業実践（小学校）

１　単元計画

２　授業記録

３　研究内容の検証

　

Ⅳ　授業実践（中学校）

１　単元計画

２　授業記録

３　研究内容の検証

　

Ⅴ　参考資料

　

Ⅵ　研究のまとめ

１　今年度の研究の成果と課題

２　２か年の研究の成果と課題

　

Ⅶ　共同研究員紹介／参考・引用文献

授業者

大樹町立大樹小学校

教諭　齊藤　織斗

授業者

幕別町立幕別中学校

教諭　長澤　翔太

1

共
同
研
究



Ⅰ　研究の概要Ⅰ　研究の概要

1　1　研究主題研究主題

　自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究（２／２年次）

　～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

2　2　主題設定の理由主題設定の理由

今日的な課題　学習指導要領の趣旨から

　近年、Society５．０時代の到来やグローバル化の進展等により、社会構造が急速に変化し、予測が

困難な時代になっている。その中で、学校教育には、子どもたちが様々な変化に積極的に向き合い、

他者と協働して課題を解決していく学びの構築が求められている。そのためには、子どもたちがこれ

からの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるよ

う、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を目指していかなければならない。

　このような状況から、子ども自身が見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返っ

て次につなげることが重要になる。各教科の指導に当たり、学習の見通しを立てたり学習したことを

振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫することで、「主体的な学び」の実現につなげ

ることが必要である。

　さらに、子ども自身が子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに

考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかが重要な視点の

１つであるとされている。現在、１人１台端末の導入により、一人一人の考えをお互いにリアルタイ

ムで共有できるようになり、対話的な学びも様々な工夫が可能となっている。

北海道・十勝の現状から

　令和５年度全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査によると、「学級の友達と話し合う活動

を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができた」「授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいた」と思う子どもは、北海道・十勝管内のいずれにおいても20％

～30％台にとどまり、決して高い数値ではなかった。これらの結果から、考えを広げ深めるための対

話の工夫と、主体的に学ぶ力の育成が共通の課題となっていることが明らかになった。

　加えて、十勝管内の小・中学校においては、令和５年度の校内研究主題を、「自分の考えを表現す

る」「伝え合う」と設定した学校が約34％、「自ら学ぶ」「主体的に学ぶ」「子どもを主語にする」とし

た学校が約50％に上り、自分の考えを表現し合い、主体的に学びを深める子どもを育むことの必要性

を、多くの学校が感じている現状がうかがえた。

研究１年次の取組の成果と課題

　研究１年次では、考えを広げ深める対話の工夫と、学びを自覚する振り返りの充実を通して、自分

の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育むことができるだろうと考え、対話と振り返りに焦点

を当てて研究を推進した。

　小・中学校２つのグループに分かれて、それぞれ２回の授業実践を行った。その検証から、教師が

対話の視点を提示し、思考の過程を可視化しながら他者と自分の考えを比較することで、考えを広げ

たり深めたりすることができた。また、振り返りの視点を示し、ＩＣＴを活用して他者と共有するこ

とによって、お互いの振り返りのよさを意味付けたり価値付けたりしながら、自分自身の学びの過程
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や変容を自覚することができた。

　その一方で、子どもが必要感をもち、主体的に対話に取り組むためには、対話の相手やタイミング、

形態などを、教師主導ではなく子ども自身が選択・決定できるようにする必要があるのではないかと

いう課題が挙げられた。また、学習のねらいを明確にし、単元のゴールを子どもと教師が共有するこ

とや、学習を通して生まれた新たな気付きや課題を次の学びにつなげるという点に課題が残った。

今年度の研究の方向性

　北海道・十勝の現状と、研究１年次の成果と課題から、子ども同士、子どもと教師が課題や目的意

識を共有し、自己決定をしながら主体的に取り組む対話が必要だと考える。また、視点を明確にした

振り返りを積み重ね、学習を通して生まれた新たな気付きや課題を共有・比較することで、学びを次

につなげていくことができるだろう。これらの対話の工夫と振り返りを通して、自分の考えを表現し

合い、学びを深める子どもを育むことができるだろうと考え、主題を設定した。

3　3　研究の仮説と内容、構造図研究の仮説と内容、構造図

3

研究主題

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究

～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

研究の内容

（1）　考えを広げ深める対話の工夫

（2）　学びをつなげる振り返り　　

研究の仮説

　協働的な学習において、子どもが課題や目的意識をもち主体的に対話に取り組み、

単元を通して振り返りを積み重ね、学びを共有・比較して次につなげることによって、

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育むことができるだろう。

子どもの学び
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4　4　研究計画研究計画

　　（（11））　　第１年次（令和５年度）第１年次（令和５年度）

①　研究主題、仮説、内容等の検討

②　理論研究

③　共同研究員による実践検証（小学校第５学年国語科、中学校第１学年外国語科）

④　研究の中間まとめと研究紀要の刊行

　　（（２２））　　第２年次（令和６年度）第２年次（令和６年度）

①　研究仮説、内容、計画の修正

②　理論研究

③　共同研究員による実践検証（小学校第２学年国語科、中学校第３学年数学科）

④　研究のまとめと研究紀要の刊行

5　5　検証計画検証計画

　　（（11））　　検証内容検証内容

①　①　考えを広げ深める対話の工夫考えを広げ深める対話の工夫

　子ども同士、子どもと教師が課題や目的意識を共有し、自己決定をしながら主体的に対話を

行うことで、自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの姿につながっていたか。

②　②　学びをつなげる振り返り学びをつなげる振り返り

　視点を明確にした振り返りを積み重ね、学習を通して生まれた新たな気付きや課題を共有・比

較することで、自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの姿につながっていたか。

　　（（22））　　検証方法検証方法

①　①　考えを広げ深める対話の工夫に関わって考えを広げ深める対話の工夫に関わって

・共同研究員による子どもの見取り（発言、つぶやき、行動等）

・ＩＣＴ、ワークシート、ノート等可視化された対話記録の分析

・事前、事後のアンケート調査

②　②　学びをつなげる振り返りに関わって学びをつなげる振り返りに関わって

・ＩＣＴ、ワークシート、ノート等による子どもの振り返りの分析

・事前、事後のアンケート調査

6　6　研究の推進研究の推進

○　本研究は、十勝教育研究所と管内各研究所が一体となり推進するものである。

○　管内の子どもたちの実態を踏まえた研究仮説を基に、理論研究や実践検証を進める。

○　共同研究員を２つのグループに分け、推進幹事、副幹事を選出して、協議を重ねながら実践検証

をする。

○　幹事は、グループ研究の中心となり実践検証を推進し、副幹事はそれをサポートする。

○　十勝教育研究所は共同研究員と協議し研究を総括する。また、研究推進に関わる文献、資料等を

提供する。

○　共同研究員による研究実践の成果を広く管内に提供する。
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7　7　研究の組織研究の組織

8　8　研究推進計画（令和６年度　２／２年次）研究推進計画（令和６年度　２／２年次）

5

グループ Ａグループ Ｂグループ

学年・教科

推進幹事

推進副幹事

授 業 者

共同研究員

担当所員

小学校第２学年・国語科

中村　俊太（芽室南小）

程野　純貴（足 寄 小）

齊藤　織斗（大 樹 小）

土屋　英之（上居辺小）

杉浦　亜弓（上士幌小）

中山　竜太（鹿 追 小）

土橋　真理（中札内小）

原田　憲未（上更別小）

名越　正道（池 田 小）

幾島　佑真（本別中央小）

中学校第３学年・数学科

藤原　悠大（大空学園）

上野　純子（音 更 中）

長澤　翔太（幕 別 中）

柴山　貴大（新 得 中）

髙原　悠輔（御 影 中）

山下　喜久（広 尾 中）

添田佑生子（豊 頃 中）

田口　宏子（上浦幌中）

髙松ななみ（陸 別 小）

柴田　悠二　　　山本　由佳　　　佐藤　悠樹

月 研 究 の 推 進 内 容 諸 会 議

４

５

６

７

８

９

10  

11

12

１

２

・研究主題、研究計画の作成

・研究の視点、研究推進の方向性の確認

・共同研究員の委嘱

・研究概要の説明

・グループ分け、幹事・副幹事・授業者の決定

・実践研究の内容、方針等の検討

・理論研究

・研究紀要原稿の検討・集約

・研究紀要の作成

・研究発表大会パワーポイント作成

　
・研究紀要の作成

・研究発表大会に向けての最終打合せ

・研究発表大会リハーサル

　
・研究発表大会（2／6）

・研究紀要の完成、刊行

・十勝教育研究所業務計画会議

・十勝管内教育研究所連絡協議会総会

・第１回共同研究員会議（6／4）

（全体・グループ会議）

・第２回共同研究員会議（6／20・6／25）

（推進幹事・副幹事・授業者会議）【Zoom】

・第３回共同研究員会議（7／9）

（全体・グループ会議）

・第４回共同研究員会議（8／20・８／22）

（グループ会議）

・第５回共同研究員会議（9／10・9／17）

（授業実践１・グループ会議）

・第６回共同研究員会議（9／19・9／24）

（授業実践２・グループ会議）

・第７回共同研究員会議（10／8・10／15）

（グループ会議） 【Zoom】 

・第８回共同研究員会議（1／14・1／16）

（推進幹事・副幹事・授業者会議） 【Zoom】

・第９回共同研究員会議（1／21・1／28）

（推進幹事・副幹事・授業者会議）

実践計画

内容検討

授業実践１

授業実践２

各グループ

実践の成果と課題のまとめ

ＢグループＡグループ

Ⅰ　研究の概要



Ⅱ　研究の視点と内容Ⅱ　研究の視点と内容

1　研究の視点1　研究の視点

　　（（11））　　自分の考えを表現し合い、学びを深める子ども自分の考えを表現し合い、学びを深める子ども

　学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことが示されて

いる。見通しをもって粘り強く取り組み、自己の活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」の

視点、子ども同士の協働等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」の視点、各教科等の特

質に応じた見方・考え方を働かせながら、情報を精査して考えを形成すること等に向かう「深い学

び」の視点を手掛かりに、各教科等で身に付けるべき資質・能力を育成することが求められている。

　また、社会で活用できる資質・能力を育成していくためには、知識の記憶だけにとどまらず、

「理解していることやできることをどう使うか」という思考力、判断力、表現力等を育成すること

が求められている。思考力、判断力、表現力等とは、知識及び技能を活用して課題を解決するため

に必要な力とされており、その過程には、大きく次の３つがあると考えられている。

・物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解決方法を探して

計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程

・精査した情報を基に自分の考えを形成し文章や発話によって表現したり、目的や場面、状況

等に応じて互いの考えを適切に伝え合い、多様な考えを理解したり、集団としての考えを形

成したりしていく過程

・思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程

小学校及び中学校学習指導要領解説　総則編（平成29年７月）より抜粋

　さらに、子ども一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切りひらいていくためには、自分の思考

や行動を客観的に把握し認識する「メタ認知」に関わる力の育成が必要となる。教師による評価と

ともに、自己評価や子ども同士の相互評価を行うことで、子ども自身が自分の変容を自覚すること

ができ、次の学習への意欲にもつながると考える。

　そこで、本研究では、北海道・十勝の子どもの現状を踏まえ、これからの時代に求められる資

質・能力を身に付けることができるようにするため、目指す子どもの姿を「自分の考えを表現し合

い、学びを深める子ども」とし、以下のように定義することとした。

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの姿自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの姿

○　考えの根拠をもち、多様な表現で伝えようとする姿

○　他者や自己との対話を通じ、考えを広げようとする姿

○　対話を通して得られた様々な情報を精査して、自分の考えを再形成しようとする姿

○　振り返りを通して生まれた新たな気付きや課題を、次の学びにつなげようとする姿

　　（（22））　　考えを広げ深める対話考えを広げ深める対話

　学習指導要領で示されている「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、

自らの考えを広げ深める学びである。身に付けた知識や技能を定着させ、多様な表現を通じて、子

ども同士や教職員などと対話することによって思考を広げ深めることができると考えられている。

　そこで、自分の考えを広げたり深めたりするためには、協働的な学習における対話を充実させる

ことが重要と考える。協働的な学習とは、異なる個性をもつ者同士で問題解決に向かう学習と言わ

れている。
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　協働的な学習には、「多様な情報の収集に触れること」「異なる視点から検討ができること」「地

域の人と交流したり友達と一緒に学習したりすることが、相手意識を生み出したり、学習活動のパ

ートナーとしての仲間意識を生み出したりすること」という３つの意義があるとされている。協働

的な学習における対話を通して、見方・考え方を広げたり深めたりすることが可能となるだろう。

　加えて、協働的な学習は、グループとして結果を出すことが目的ではなく、その過程を通じて、

一人一人がどのような資質・能力を身に付けるかということが重要だと言われている。グループとし

て考えるだけではなく、一人一人が学習の見通しをもったり、振り返ったりすることが求められる。

　協働的な学習を進めるためには、自分の意見や感想をもつ必要があると考える。まずは１人でじ

っくりと自己との対話を行い、考えをまとめた上で他者との対話をすることが必要であろう。そし

て、他者との対話により学びを広げたり深めたりし、再び自己との対話をすることで自分自身の考

えを再形成していく。つまり、他者との対話と自己との対話の往還により、学びを深めることがで

きると考える。

本研究における「対話」本研究における「対話」

○　自分自身の感じ方や考え方を深めることを目的とした「自己との対話」

○　他者との協働的な学習により考えを広げ深めることを目的とした「他者との対話」

　　（（３３））　　学びをつなげる振り返り学びをつなげる振り返り

　子どもが主体的に学ぶ態度を育み、学習意欲を向上させるために、学習の見通しを立てたり学習

したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるように工夫することが重要と考える。

　振り返りは、自らの学びを意味付けたり、価値付けたりして自覚し、他者と共有していくことで、

次の学びに主体的に取り組む態度を育むことにつながると言われている。特に、文字言語などによ

ってまとめることは、学習活動を振り返り、既有の知識と収集した情報を関連させ、自分の考えと

して整理する深い理解につながっていくとされている。また、子どもが自らの学習の状況を振り返

る機会を設けることで、粘り強い取組を行おうとする側面と、自らの学習を調整しようとする側面

を見取る機会が増え、より正確な「主体的に学習に取り組む態度」の評価につなげることが可能と

なる。さらに、授業のねらいと子どもの学びが正対しているか、子どもがどこに疑問やつまずきを

感じているか等を把握することで、次時以降の教師の授業改善につなげることができると考える。

　既に多くの実践が行われている「学習内容を確認する振り返り」に加えて、今後は以下のような

視点での振り返りを行うことが必要であろう。これらを積み重ねることによって、子ども・教師が

振り返りを通して学びをつなげていくことができるようになると考える。

本研究における「振り返り」本研究における「振り返り」

○　自己の学びと他者の学びをつなげる振り返り

・　１単位時間の授業や単元全体を通して、自分の学びを意味付けたり価値付けたりして

自覚し、他者と共有していくもの。

・　他者と共有したり、教師が適切に評価をしたりすることにより、多様な考え方に触れ、

自分の学びを深めるもの。

○　今までの学びとこれからの学びをつなげる振り返り

・　過去や現在の学習内容や他教科等の学習内容と関連付けたり、一般化したりするもの。

・　学習内容を自らとつなげ、自己変容を自覚するもの。

・　学習によって生まれた気付きや疑問などから新たな課題を生み出し、次の学びにつな

げるもの。

7

Ⅱ　研究の視点と内容



2　2　研究の内容研究の内容

　　（（11））　　考えを広げ深める対話の工夫考えを広げ深める対話の工夫

①　①　課題や目的意識の共有（視点を明確にした対話）課題や目的意識の共有（視点を明確にした対話）

　考えを広げ深める対話にするためには、子どもが必要感をもち、主体的に取り組むことができ

る課題を設定することが必要となる。現実的で必然性があり、かつ子どもたちが対話・協働する

ことでよりよい解決に結び付くものを設定することが望ましい。そのような課題を単元の中に位

置付け、子どもと教師、子ども同士が課題や目的意識を共有することで、対話への主体性が生ま

れると考える。

　教師は、子どもが対話の目的を理解して協力し、課題解決に向かうことを支援するファシリテ

ーターとしての役割を果たすことが重要となる。教師による知識や情報の提供は必要だが、説明

や介入をしすぎることは子どもの成長・発達の機会を奪う可能性がある。教師は子どもの自主性

や自発性を励ましたり、参考となりそうな意見や対話の様子を取り上げて全体に共有したりする

等の支援を行い、学びを促進していくことが望ましい。

　また、課題や目的意識を共有してよりよい対話を行うためには、学級のふだんからの人間関係

づくりや支持的な雰囲気づくりも重要となる。対話とは「聴き合い」でもあることから、同意・

質問・考えの再形成といった聴く力も、学校生活全体を通して育成していく必要があるだろう。

　さらに、対話場面を設定しても、一方的なやり取りになったり、互いの考えを伝えるだけにな

ったりすることがある。対話の質を向上させ、子どもの考えを広げ深めるためには、視点を明確

にすることが必要だと考える。そこで、下記のような思考スキルを対話場面において「対話の視

点」として活用することにより、単なる考えの交流から課題解決に向けてねらいを明確にした対

話となり、資質・能力の育成につながるだろう。

②　②　自己決定の場の設定自己決定の場の設定

　令和４年12月改訂の生徒指導提要では、教科の指導と生徒指導を一体化させた授業づくりの視

点の１つとして、「自己決定の場を提供する」ことが示されている。子どもがどのような目標をも

ち、どのような姿勢で課題に臨み、どのような役割を果たすのかを自覚することも重要であると

されている。そのため教師は、子どもがまず１人で十分に思考したり調べたりする時間を確保す

ることが必要となるだろう。

　対話に関しても、その形態は多様であり、対象（教材や事象）との対話、自己内対話、ペアで

の対話、座席が近くの人との対話、グループでの対話、聴きたい人との対話、全体での対話など

が考えられる。授業の流れの中で、子どもが対話の形態や、自己との対話の時間と他者との対話

の時間のタイミングなどを自己決定したり、学びの進行に応じて柔軟で臨機応変に対応すること

が望ましいだろう。
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泰山裕氏（中京大学教授）作成の表を基に学習指導要領（平成29年３月）より作成

多面的に見る
多角的に見る

順序立てる

焦点化する

比 較 す る

分 類 す る

関係付ける

関連付ける

変 換 す る

理由付ける

見 通 す

応 用 す る

広げてみる

評 価 す る

要 約 す る

変化を捉える

抽象化する

具体化する

構造化する

推 論 す る

思考スキル（対話の視点）
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　さらに、対話の質をより高めるためには、子どもの習熟の状況等を踏まえながら、教師が声掛

けをしたり、対話の過程を可視化したりするような活動を取り入れることが有効だと考える。対

話における思考の過程を可視化することで、抽象的な情報を扱うことが苦手な子どもが、対話の

内容を整理することができたり、複数の子どもが協働で情報の整理や分析を行ったりしやすくな

るとされている。

　また、対話における思考の過程の可視化は、言語活動の様々な工夫と合わせて活用することで

効果が発揮されると言われている。学習のねらいを達成するために、シンキングツール、ワーク

シート、ノート、ＩＣＴ等、発達段階や実態に応じて子どもが適切に自己決定していくことが必

要であろう。

　　（（22））　　学びをつなげる振り返り学びをつなげる振り返り

①　視点を明確にした振り返り①　視点を明確にした振り返り

　学びを深めるための振り返りにするためには、学習内容を価値付けたり次の学びにつなげたり

する振り返りを継続的に行う必要がある。そのためには、振り返りの視点を子どもたちに示すこ

とが有効と考える。教師が指導のねらいや目的に応じた視点を示したり、複数の視点から学習内

容に応じて子どもが選択できるようにしたりすることで、学習内容の意味や価値を深く考えたり、

新たな疑問や課題を見付けたりしていくような振り返りになるであろう。

②　②　共有・比較する振り返り共有・比較する振り返り

　子どもが学びを深めるためには、振り返りを他者と共有したり、これまでの自分の振り返りに

着目したりすることが有効だと考える。１人１台端末の活用によって振り返りの積み重ねと共有

が容易になり、子どもは自分及び他者の学びや変容を、日常的に見返したり比較したりすること

ができるようになった。互いの振り返りを見合うことや、教師が意図的に取り上げて共有するこ

とを通して、子どもは「そういう見方や考え方もあったのか」「過去の学びと比べてこう変わっ

たな」「あのとき学んだこととつながった」「これを次の学習で使ってみよう、試してみよう」と

いった学びのヒントや新たな視点を得ることができると考える。

　なお、振り返りは書いて終わりとするのではなく、教師が価値付けたり意味付けたりすること

が必要だと考える。教師が振り返りの視点を基に形成的評価を行うことで、子どもは自らの学び

を自覚したり次なる方向性を見出したりして、自己調整をしながら学んでいくことにつながるで

あろう。

　このように振り返りを共有・比較することで生まれる気付きや課題が、自己と他者の学び、今

までとこれからの学びをつなげ、子どもの学びを深めていくと考える。
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　　「振り返り」の目的

を確認する。

　　他者と「振り返り」

　を共有する。

　　「振り返り」を振り

返る。

①　（学びの自覚）分かったことやできるようになったこと。

②　（学びの見通し）今後の学習で取り組みたいこと。

③　（新たな学びの創造）疑問に思ったこと、もっとやってみたいこと。

④　（他者の振り返りを自分の学びに生かす）友達の振り返りを読ん

で気付いたことや考えたことを生かす。

⑤　（自己の成長の自覚）これまでの振り返りから自分の変化や成長

を自覚する。

⑥　（批判的検討）これまでの振り返りから自分の考えを捉え直す。

大分県教育センター「振り返り」の充実に向けて（令和３年６月）を基に作成

ポイント 振 り 返 り の 視 点

（1）

（3）

（2）

Ⅱ　研究の視点と内容



　　（（３３））　　資料資料

①　①　単元計画単元計画
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教科名 学　年

授業者

児童・生徒数
単元名

 ＊単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する。 

＊学習指導要領に基づきながら、各学校の教育課程や単元の内容に合わせ、

　育成を目指す資質・能力を明確にする。 　

＊単元の目標に合わせ、3つの観点での評価規準を設定する。 

＊学びをつなげる振り返りにするために、単元で提示する振り返りの視点を記載する。 

❶ ❶

❷

❶

＊本研究で目指す子どもの姿の具現化に向けて、単元を通した手立てを記載する。 

３　自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの育成に向けた手立て 

（2）　他者や自己との対話を通じ、考えを広げようとする姿

（1）　考えの根拠をもち、多様な表現で伝えようとする姿

（3）　対話を通して得られた様々な情報を精査して、自分の考えを再形成しようとする姿

（4）　振り返りを通して生まれた新たな気付きや課題を、次の学びにつなげようとする姿

４　単元で提示する振り返りの視点 

２　単元の観点別評価規準 

１　単元の目標 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ⅱ　研究の視点と内容
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＊各学校の教育課程、年間指導計画、教科書等を

　参考に、１単位時間ごとの「◆学習課題」

　「〇主な学習活動」を記載する。  

当研究所のホームページから資料をダウンロードすることができます。

★ 多面的・多角的に見る・アイデアを表出する手段

★広げてみる・相手

【評価規準】

評価方法等

【思・判・表】❷

　ロイロノート　

【知・技】❶

　発言・ノート　

振り返り

の視点
◆学習課題　○主な学習活動　★ 対話の視点 ・ 自己決定の場

＊「２　単元の

観 点 別 評 価

規準」より、

【観点】と❶

～ ❷ の 番 号

を表記する。

見 取 る た め

の 評 価 物 に

つ い て も 記

載する。

＊「１単元の目

標」との整合

性 が 図 ら れ

て い る か 留

意する。

＊単 位 時 間 の

評 価 項 目 は

１ ～ ２ つ と

する。

見通す

応用する

広げてみる

評価する

分類する

関連付ける

変換する

理由付ける

　

順序立てる

焦点化する

比較する

要約する

変化を捉える

抽象化する

具体化する

構造化する

推論する

多面的に見る
多角的に見る

＊対話を取り入れる授業（※毎時間ではない）で

子どもたちに提示する対話の視点と、子どもた

ちの自己決定の場の設定（手段・相手・形態・

場所・タイミング等）を記載する。

（1）「振り返り」の目的
を確認する。

①　分かったことやできるようになったこと（学びの自覚）
②　今後の学習で取り組みたいこと（学びの見通し）
③　疑問に思ったこと、もっとやってみたいこと（新たな学びの創造）

④　友達の振り返りを読んで気付いたことや考えたことを生かす
　　（他者の振り返りを自分の学びに生かす）

⑤　これまでの振り返りから自分の変化や成長を自覚する
　　（自己の成長の自覚）
⑥　これまでの振り返りから自分の考えを捉え直す（批判的検討）

（2）　他者と「振り返り」
を共有する。

（3）「振り返り」を振り
返る。

②

③

◆物語を読み、大造じいさんがどのような人物か一言で表わそう。

○　単元の見通しをもち、単元計画を立てる。

○　物語を通読する。

○　大造じいさんの人物像を「～～な人」と一言で表現する。
（ロイロノート）

＊「４　単元で提示する振り返りの視点」を

基に、１単位時間の指導のねらいや目的に

沿った振り返りの視点を、①～⑥の番号で

記載する。

５　単元の指導と評価の計画（全◇時間） 

振り返りの視点ポイント

◇

時
間

1

２

３

４

Ⅱ　研究の視点と内容



Ⅲ　授業実践（小学校）Ⅲ　授業実践（小学校）

1　単元計画1　単元計画

12

教科名 学　年

授業者

児童数

第2学年

齊藤　織斗

18名
単元名

小学校　国語科

わにのおじいさんのたからもの

・文の中における主語と述語との関係に気付くことができる。
・場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像することができる。

・文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつことができる。

・言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす
る。

〔知識及び技能〕（1）カ

〔思考力、判断力、表現力等〕C（1）エ

〔思考力、判断力、表現力等〕C（1）オ

「学びに向かう力、人間性等」

（1）　考えの根拠をもち、多様な表現で伝えようとする姿

・自分の考えの根拠が抜け落ちないようにするために、適宜叙述に立ち返らせる声掛けを行う。

・考えの根拠をしっかりともてるように、単元の前半で物語の構造と内容を把握できるようにする。

・クラゲチャートなどのシンキングツールを活用し、低学年でも自分の考えを表現したり共有したりしや

すくする。

❶文の中における主語と述語

との関係に気付いている。

　（（1）カ）

❶「読むこと」において、場面の様子

に着目して、登場人物の行動を具体

的に想像している。（C（1）エ）

❷「読むこと」において、文章の内容

と自分の体験とを結び付けて、感想

をもっている。（C（1）オ）

❶進んで、登場人物が考えてい

たことを本文の言葉を根拠に

想像し、学習課題に沿って物

語の続きを考えようとしてい

る。

（2）　他者や自己との対話を通じ、考えを広げようとする姿

・考えたくなるような課題を提示することで、他者の考えを知りたくなる場を作り、意欲的に対話ができ

るようにする。

・対話の目的を明確にしてから、対話を行うようにする。

・クラゲチャートを活用したり、ギャラリーウォークなどを行ったりすることで、他者の考えを生かせる

場をつくる。

（3）　対話を通して得られた様々な情報を精査して、自分の考えを再形成しようとする姿

　・シンキングツールを活用し、対話における思考の過程を可視化する。

　・対話の後に、自分の考えを再形成する時間を確保する。

（4）　振り返りを通して生まれた新たな気付きや課題を、次の学びにつなげようとする姿

　・手本となる子どもの振り返りを全体で共有し、振り返りを苦手としている子どもも含め全員がしっかり

　と学びを振り返ることができるようにする。

　・「自分が書いたお話の続きを更に良くする」という単元のゴールを常に意識し、学んだことが「お話の

　続きを書く」際に、どう生かすことができそうか振り返る。

①　（学びの自覚）分かったことやできるようになったこと。

②　（学びの見通し）今後の学習で取り組みたいこと。

③　（新たな学びの創造）疑問に思ったこと、もっとやってみたいこと。

④　（他者の振り返りを自分の学びに生かす）友達の振り返りを読んで気付いたことや考えたことを生かす。

⑤　（自己の成長の自覚）これまでの振り返りから自分の変化や成長を自覚する。

１　単元の目標 

２　単元の観点別評価規準 

３　自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの育成に向けた手立て 

４　単元で提示する振り返りの視点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ⅲ　授業実践（小学校）
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★多面的、多角的に見る・対話する相手

★多面的、多角的に見る　★広げてみる・対話する相手

★多面的、多角的に見る　★広げてみる・対話する相手

★広げてみる・考えを広げたり、修正したりする手段

★理由付ける・自分の考えをもつための手段

★理由付ける　★多面的、多角的に見る・自分の考えをもったり、広げたりするための手段

★多面的、多角的に見る　★評価する・自分の考えを広げるための手段

振り返り

の視点
◆学習課題　○主な学習活動　★ 対話の視点 ・ 自己決定の場

②
③

②
③

①
②

①
③

①
④

①
③

①

①
②

④

①
③

②
④

①

①
⑤

①

◆物語を読んで、初発の感想を書こう。
○　「たからもの」や「おに」についてのイメージを共有する。
○　「わにのおじいさんのたからもの」を読み、初発の感想を書く。
○　「きつねのおきゃくさま」の終わり方と比較して、「まだ続きがあるかもし

れない」という課題意識をもち、「お話の続きを考える」というが単元のゴー
ルを確認し、２時間目の活動につなげる。

◆お話の続きを考えよう。
○　物語の続きを考え、うまくいかなかったことを中心に振り返る。
○　学習計画を立てる。

◆物語の設定を確かめよう。
○　物語の設定（人・時・場）を確かめる。

◆お話の出来事をつかもう。
○　それぞれの場面で、「誰が」・「何をしたのか」をまとめる。
○　挿絵を並び替え、大まかな内容を捉える。

◆おにの子は、どんな性格なのか考えよう。
○　叙述を基におにの子の人物像を考え、クラゲチャートにまとめる。

◆おにの子の性格を伝え合い、考えを広げよう。
○ 前時に考えたおにの子の人物像について、友達と交流し、考えを修正したり、

広げたりする。

◆わにのおじいさんは、どんな性格なのか考えよう。
○　叙述を基にわにのおじいさんの人物像を考え、クラゲチャートにまとめる。

◆どうして、おにの子にたからものの場所を教えたのか考えよう。
○　わにのおじいさんが、初めて出会ったおにの子になぜたからものの場所を教

えようとしたのかを、おにの子の人物像などを基に考える。

◆おにの子は、夕日を見たときにどんなことを考えていたか想像しよう。
○　叙述を基に、おにの子がどんなことを想像していたかを、ワークシートの吹

き出しに記述する。

◆自分だったら、おにの子にたからものが埋まっていることを教える？教えない？
○　前時までに読み取ったことを生かし、「教える」「教えない」のどちらかを

選択し、その理由を考える。
○　それぞれの立場から理由を交流し、自分の考えを広げる

◆お話の続きを考えよう。
○　教師が書いた物語の続きを修正し、活動の見通しをもつ。
○　これまでの学習を生かして、２時間目に書いた物語の続きを修整したり、加

筆したりする。

◆友達のお話の続きを読んで、自分のお話の続きに生かそう。
○　お互いの物語の続きを読んで考えたことを交流する。
○　交流したことを活用し、自分の物語の続きに生かす。　

◆これまでの学びを生かして、お話の続きを更によくしよう。
○　前時の活動で友達と交流したことなどを生かし、自分の物語の続きを再考し

たり、修正したりする。

◆お話の続きのよくなったところを振り返ろう。
○　自分の物語の続きを修正したところ振り返り、よさを見つける。
○　単元を通して成長したところを振り返る。

５　単元の指導と評価の計画（全14時間） 

1

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

時
間

【評価規準】

評価方法等

【思・判・表】❷
ノート　

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

【知・技】❶
ノート・発言

【知・技】❶
ノート　

【思・判・表】❶
ノート・ワークシート

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

【思・判・表】❶
ノート・発言

【思・判・表】❶
ワークシート・発言

【思・判・表】❷
【態度】❶
ノート・発言

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

【思・判・表】❷
【態度】❶
ワークシート・発言

【思・判・表】❶
【態度】❶
ノート・ワークシート

Ⅲ　授業実践（小学校）



2　授業記録2　授業記録

14

◆　おにの子の性格を伝え合い、考えを広げよう。

　・前時に考えたおにの子の人物像を振り返
り、本時の課題につなげる。

　おにの子の人物像について交流する中で、より
ふさわしいと思う人物像に修正したり、考えの根
拠を増やしたりすることができる。

【思・判・表】
・登場人物の行動を具体的に想像し、おにの子の

人物像について考えている。（ノート・ワークシート）
【態度】
・進んで他者と交流し、おにの子の人物像につい

て考え直したり、根拠となる叙述を更に見付け
たりしようとしている。（ノート・ワークシート）

・「物語の続きを書く」という単元のゴールを確
認し、本時の目的意識をしっかりともつことが
できるようにする。

・どんな人物像を考えたのか黒板に可視化する。

・複数の叙述を関係付けると、登場人物の性格が
はっきりすることに気付くようにする。

・おにの子の行動やせりふから人物像を考えてい
ることに気付くようにする。

・交流する目的を確認する。

友達と交流して、ぴったりの

おにの子の性格を考えよう。 

見
通
す

探
究
す
る

本時の目標 

６　細案　授業実践①（６／14時） 

評価規準 

具体的な子どもの姿 教師の手立て

◆学習課題　○主な学習活動　★ 自己決定の場

★ 対話の相手

 頑張り屋 

優しい

なんで「礼儀正しい」

と思ったの？ 

【研究との関わり】

考えを広げ深める対話の工夫

対話の視点　　　振り返りの視点

○　黒板に書いてある人物像を見て、交流し

たい人を自分で選び、どうしてその人物像

を考えたのか交流する。

○　前時の学習を振り返る。

○　本時の課題を確認する。

「わにのおじいさん」と呼び

掛けているから、「礼儀正し

い」と思いました。 

対話の視点　「多面的、多角的に見る」

　　　　　　「広げてみる」

・他者の考えを基に、人物像の根拠を増やす。

・他者の考えを基に、人物像を捉え直す。

Ⅲ　授業実践（小学校）
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◆まとめ　せりふや行動に注目すると、登場人物の性格を考えることができる。

振
り
返
る

探
究
す
る

【対話後に考えを書き足したワークシート】 

○　交流後に、クラゲチャートに自分の考え

を修正したり追加したりする。

　・どの叙述を基に、おにの子の人物像を考
えたのかを交流する。

○　全体で交流する。

○　本時を振り返る。

○　お互いの振り返りを共有する。

【研究との関わり】

学びをつなげる振り返り

振り返りの視点 

①　分かったことやできるようになったこと。 

④　友達の振り返りを読んで気付いたことや

考えたことを生かす。

「おじいさんに葉っぱをかけてあげた」

だから、「優しい」と思いました。 

友達の意見を聞いて、友達

の考えと自分の考えを合わ

せていったら、クラゲチャ

ートの足を増やせました。

Ⅲ　授業実践（小学校）
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◆　お話の続きのよくなったところを振り返ろう。

　物語の続きをよりよくするために、修正や追加
した箇所を交流したり、単元全体を振り返ったり
することができる。

【思・判・表】
・自分の物語の続きのよさを見付けたり、単元全

体を振り返ったりしている。（ワークシート・発言）
【態度】
・進んで、自分の物語の続きのよさを見付けよう

としたり、単元全体を振り返ろうとしたりして
いる。

振り返りって、何のために

しているんだっけ？ 

すごくよくなったから 

スマイルにしよう。

勉強したことを

確かめるため。

大事なことを

覚えるため。 

見
通
す

探
究
す
る

本時の目標 

７　細案　授業実践②（14／14時） 

評価規準 

具体的な子どもの姿 教師の手立て

◆学習課題　○主な学習活動　★ 自己決定の場 対話の視点　　　振り返りの視点

○　自分が考えた物語の続きを修正したり、

追加したりした箇所を中心に振り返り、自 

分の考えた物語の続きのよさを見つける。 

○　本時の課題を確認する。

○　前時までに自分の書いたお話の続きが、

よくなったかどうか自己評価する。 

・振り返りの型を提示する。

・３段階の表情のイラストから１つを選び、黒板
に全員の自己評価を可視化する。

Ⅲ　授業実践（小学校）
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おじいさんらしい

言葉遣いにできた。 

勉強したこと（登場人物の行動や性格を読み

取ること）は、全部の物語で使える。 

「わにのおじいさんのたから

もの」で勉強したことって、

次の勉強でも使える？ 

次はおには出てこないけど、

使える？ 

おにの子が優しい性格

だから、優しい終わり

方にした。 

友達の意見を使ったら

よくなった。 
登場人物の性格や言葉遣いを生

かして書けばよくなるんだな。 

振
り
返
る

探
究
す
る

○　単元の学習を振り返る。

○　全体で交流する。

・よくなったところを全体で交流する。

○　お互いの振り返りを共有する。

・単元の振り返りをクラゲチャートに書く。

・振り返りを書き終わった子どもや、書くことに
困っている子どもは、他者と考えを共有し、自
分の考えに追加する。

・単元で学習した人物像や、心情の変化などを活
用することで、物語の続きとしてふさわしい内
容になることに気付くようにする。

・今まで蓄積していた振り返りや、成果物などを
参考にする。

・書き終わった後は、子ども同士で共有し、大切
だと感じた他者の振り返りをクラゲチャートに
追加する。

【研究との関わり】

学びをつなげる振り返り　

振り返りの視点 

①　分かったことやできるようになったこと。

（これから物語を読む際に生かせそうなこと・こ

れから物語を読むとき、どこに注目して読むか）

⑤ これまでの振り返りから自分の変化や成

長を自覚する。

おにの話じゃなくても 

使える！ 

Ⅲ　授業実践（小学校）



3　研究内容の検証3　研究内容の検証

　　（（11））　　子どもの見取り・聞き取り子どもの見取り・聞き取り

①　①　子どもの対話記録子どもの対話記録

○　授業実践１　対話の視点「多面的・多角的に見る」「広げてみる」

　本時では、黒板にある「やさしい」

「がんばりや」などのおにの子の性格

と、その下に貼った名札を見て、話を

聞いてみたい相手を子どもが自己決定

し、どうしてそのように考えたのか、

クラゲチャートに記述した内容を基に

交流した。

Ａさん：「『やっとたどりついた』だから、大変な思いをして宝探しをしているので頑張り

屋だと思った」

Ｂさん：「わにのおじいさんのために何度も『はっぱをかけてあげた』から、優しい」

Ｃさん：「自分だったら怖いけど、おにの子は『つり橋をわたる』から頑張り屋」

（途中から来たＤさんがＡさんに尋ねる）

Ｄさん：「なんで頑張り屋だと思ったの？」

（対話ではなく、ワークシートの見せ合いになる）

（本時のＡさんの振り返りより）

「おにの子は（優しいよりも）頑張り屋だと思っていたけど、やっぱり優しいと思った。」

「いろいろなお話で行動している言葉や登場人物の性格を調べていきたいです。」

　「物語の続きを考える」という単元のゴールを教師と子どもで再確認し、そのために

「おにの子の性格を伝え合い、考えを広げる」という対話の目的を共有した。また、上記

のように大型モニターで交流の手順を示し、他者の考えを取り入れて自分の考えを再形成

することにつなげていた。

　中には、互いの考えを伝え合い聞き合うという対話の形には至らない子どもも見られた。

しかし、手元にあるクラゲチャートのワークシートを見せ合い、読み合った上で、「ここが

いいね」「これ（を自分のワークシートに）書いてもいい？」などと言い合いながら、気付

いたことを自分のワークシートに書き足すことで考えを広げることができたと考えられる。

18

Ⅲ　授業実践（小学校）



②　②　子どもへのインタビュー子どもへのインタビュー

　「おにの子」の人物像について、クラゲチャートの記述を通して自分自身の考えと友達の考

えの共通点や相違点を交流し、新たな気付きを得ることにつながったことがうかがえる。

　また、振り返りを継続的に積み重ねて共有・比較することで、自己変容を実感したり、他者

の記述からアイデアを得たり、今回学んだことが別の単元にもつながることを自覚したりする

ことができていた。

　　（（22））　　子どもの記述内容子どもの記述内容

①　①　シンキングツールシンキングツール

　授業実践では、思考の過程を可視化する手段として、シンキングツールの「クラゲチャート」

を使用した。小学校第２学年の発達段階とＩＣＴの使用実態を考慮し、紙に印刷したクラゲチャ

ートを用いた。既習の「きつねのおきゃくさま」を取り上げて記述例を示し、子どもたちが具体

的なイメージをもって書きやすくなる手立てを講じていた。子どもたちは、教科書から根拠とな

る部分を抜き出しながらクラゲの足に自分の考えを書き込んでいた。

　シンキングツールを使って対話をすることで、思考の整理や他者参照につながっていた。ま

た、交流を通して得られた新たな考えを自分のクラゲチャートに追記し、クラゲの足を増やし

ていくことに意欲や充実感をもっている子どもの姿が多く見られた。他者の考えを取り入れな

がら自分の考えを再形成することによって、学びを深めることにつながったと考えられる。
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○　授業実践１より

○　授業実践２より

文の中から、登場人物の行動や、しゃべっている会

話文を見付けることが大事だと分かった。

（クラゲチャートに記入する）理由を、いっぱい書

けるようになった。友達の話を聞いて、それも使う

ようにしたから。

Q：友達と振り返りを交流して、参考になったことや考えが広がったり深まったり

したことはありましたか。

今日勉強したことや分かったことを、振り返りに詳しく書いている人が

いっぱいいるから、見ると勉強になる。

振り返りを毎日書いてるから、長く書けるようになったし、人の振り返

りを見るとアイデアをもらえる。

　 　A　さんが、「このお話で勉強したこと（行動やせりふを読み取ると登場

人物の性格が分かるということ）は、違うお話でも使える」と言ってい

て、なるほどと思った。

Q：話合いの中で、「なるほど」「どうして」と思った友達の考えはありましたか。

Q：今回の学習を振り返って、どのようなことが分かった

り、できるようになったりしましたか。

Ⅲ　授業実践（小学校）



②　②　振り返りシート振り返りシート

　下記のように一覧になっていることで、子どもも教師も学びの足跡を確認しやすい。記述内容

の変容を見返したり、今まで学んだことがどこにどう結び付くか気付いたりすることができる。

また、振り返りの記述に対して、教師が問いかけ・励まし・誉め言葉などのコメントをして学び

を見取りながら、子どもの次への意欲につなげていた。
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　教師が学習のねらいや振り返りの視点を示すことで、子どもは分かったことやできるよう

になったこと、疑問や次にやってみたいことなどを具体的に記述している。

　単元を通した振り返りでは、教師が授業のねらいとしていたことを明確に記述している子

どもが多く、「教師のねらい」と「子どもの学び」がつながっていた。また、他者の考えか

ら気付いたことや、この単元での学びを他の単元にも生かすことができるという記述から、

学んだことが次の学びへとつながっていることがうかがえた。

単元のゴールを

常に意識する。

◎ふりかえりのコツ◎
①自分のかわったこと・できるようになったこと
「はじめは～～と思っていたけど、～～と考えるようになった。」「～～ができるようになった。」
②大切なこと　「今日の学しゅうでは、～～が大切だと思った。」
③つながり　「今日の～～は、前にならった～～がつかえることが分かった。」
④ぎもん　「～～はどうしてだろうと思った。」「～～だったら、どうなるのかな？」
⑤やってみたいこと　「つぎの学しゅうでは、～～をやってみたい。」

Ⅲ　授業実践（小学校）



　　（（33））　　子どもへのアンケート調査子どもへのアンケート調査

①　①　対話に関するアンケート結果対話に関するアンケート結果

②　②　振り返りに関するアンケート結果振り返りに関するアンケート結果

③　③　単元全体の振り返り単元全体の振り返り

○　友達と交流して自分が今まで気付かなかったことに気付いて直して、レベルアップしたなと

思った。

○　友達と振り返りを読み合って、友達のよいところをいっぱい見付けられた。いろいろな友達

と話すことができた。

○　次の勉強では、違う物語文でも（登場人物の）性格を見付けられたらよい。次は、図書館の

本や違う勉強でも性格や行動や会話文も探したい。

○　次の物語文では、わにのおじいさんでやった勉強や、ほかにやったことも使いながらやる。

（登場人物の）性格や行動やいろいろ使いながら書くのが大切だと思った。
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　アンケートでは、実践前に比べ「そう思う」と回答した子どもが増えている。「そう思わな

い」が微増しているのは、同じ考えの子ども同士で対話をする機会が多かったことや、学習

が進む中でより客観的に対話の内容を自己評価するようになったこと等が理由として考えら

れる。実際の子どもの姿を見ると、対話による成果が大きい。

56％
39％

5％

67％
17％

5％

11％

友達との話し合いで、「なるほど」「そういう考えもあるのか」などと思うことができましたか。

【授業実践前】 【授業実践後】

　「そう思う」と回答した子どもが増え、実践前は「どちらかといえばそう思う」だった子

どもも、学習を通して振り返りの有用性をより実感することができたと考えられる。今回に

限らず子どもたちは継続的に振り返りを積み重ねており、記述の比較・共有を通して自己の

変容を実感しながら、次の学習への課題意識や意欲につなげていると捉えることができる。

分かったことやよく分からなかったことなどを振り返って、次の勉強につなげることができましたか。

33％

39％

11％

17％ 44％

28％

11％

17％

【授業実践前】 【授業実践後】

　対話については、他者との交流を通して考えが広がったという記述、振り返りについては、

「次の勉強ではこうしたい」「学んだことを次の新しい物語でも生かす」といった記述が特徴

として挙げられる。このように、子どもたち自身が対話や振り返りを通して考えを広げたり深

めたりできたという実感を得ており、学びを次につなげようとする意欲に結び付いていた。

Ⅲ　授業実践（小学校）



Ⅳ　授業実践（中学校）Ⅳ　授業実践（中学校）

1　単元計画1　単元計画
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教科名 学　年

授業者

生徒数

第３学年

長澤　翔太

24名
単元名

中学校　数学科

関数　　y=ax2　

・関数　y=ax2　についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的

に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

・関数　y=ax2　として捉えられる２つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互

に関連付けて考察し、表現することができる。

・関数　y=ax2　のよさを実感して粘り強く考え、関数　y=ax2　について学んだことを生活や学習に生かそうとす

る態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

（1）　考えの根拠をもち、多様な表現で伝えようとする姿

・１次関数や比例の関係と対比させながら、それらの学習で習得した知識・技能を活用し、学習を進め　

ていく。

・問題を解決するために、自分がどのような方法でまとめるのか、自己決定の場を設定する。

❶関数　y=ax2　について理解してい

る。

❷事象の中には関数　y=ax2　として

捉えられるものがあることを

知っている。

❸いろいろな事象の中に、関数関

係があることを理解している。

❶関数　y=ax2　として捉えられる２

つの数量について、変化や対応

の特徴を見いだし、表、式、グ

ラフを相互に関連付けて考察し

表現している。

❶関数　y=ax2　のよさを実感して粘り

強く考え、関数　y=ax2　について学

んだことを生活や学習に生かそう

としたり、関数　y=ax2　を活用した

問題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしたりしてい

る。

（2）　他者や自己との対話を通じ、考えを広げようとする姿

・自然事象や社会現象などを例に、子どもが主体的に取り組むことができる課題を設定する。

・思考スキルを対話の場面で活用することで、課題解決に向けてねらいを明確にした対話が行われるよ　

うにする。

（3）　対話を通して得られた様々な情報を精査して、自分の考えを再形成しようとする姿

・ワークシートやロイロノートを活用して、自分の考えを整理したり、自分の表現を見直したりすること

ができるようにする。

（4）　振り返りを通して生まれた新たな気付きや課題を、次の学びにつなげようとする姿

・ロイロノートで毎時間の学びの振り返りを可視化することで、自分の学びや変容を見返したり、比較し

たりすることができるようにする。

①　（学びの自覚）分かったことやできるようになったこと。

②　（学びの見通し）今後の学習で取り組みたいこと。

③　（新たな学びの創造）疑問に思ったこと、もっとやってみたいこと。

④　（他者の振り返りを自分の学びに生かす）友達の振り返りを読んで気付いたことや考えたことを生かす。

⑤　（自己の成長の自覚）これまでの振り返りから自分の変化や成長を自覚する。

⑥　（批判的検討）これまでの振り返りから自分の考えを捉え直す。

１　単元の目標 

２　単元の観点別評価規準 

３　自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもの育成に向けた手立て 

４　単元で提示する振り返りの視点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ⅳ　授業実践（中学校）
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時
間

1

２

３

４
〜
6

７
〜
10

11

12

13

14

15

★見通す・交流の手段

★変化を捉える・まとめる方法

★推論する・まとめる方法

★評価する・振り返りの視点

５　単元の指導と評価の計画（全15時間） 

【評価規準】

評価方法等

【思・判・表】❶

ロイロノート　

【思・判・表】❶

ロイロノート　

【思・判・表】❶

ワークシート

【態度】❶

振り返り

【思・判・表】❶

ワークシート

【態度】❶

振り返り

【思・判・表】❶

パフォーマンス課題

【態度】❶

振り返り

【知・技】❶❷

ワークシート

【知・技】❶

ロイロノート　

【知・技】❶

ロイロノート　

【知・技】❶

ロイロノート　

【知・技】❶❸

ロイロノート

【思・判・表】❶

口頭説明　

振り返り

の視点
◆学習課題　○主な学習活動　★ 対話の視点 ・ 自己決定の場

②

①

①

①

③

①

③

④

③

⑤

⑥

③

⑤

⑥

◆具体的な事象の中の２つの数量の変化や対応の様子を調べ、その特徴を

説明しよう。

○パフォーマンス課題を提示する。

○比例や反比例、１次関数では捉えられない関数について調べる。

◆時間に伴って進む距離が増えていくような変化の様子を調べてみよう。

○球が斜面を転がる場面で、時間と距離の関係を調べる。

○関数　y=ax2　の意味を理解する。

◆関数　y=ax2　の関係を式に表そう。

○　y　を　x　の式で表して、　y　は　x　の２乗に比例するかどうかを調べる。

○１組の　x　，　y　の値の組から、　y=ax2　の式を求める。

◆関数　y=ax2　の性質を調べてみよう。

○関数　y=ax2　のグラフについて、a　の値をいろいろにとって、その特徴を調

べる。

○関数　y=ax2　のグラフの特徴をまとめる。

◆関数　y=ax2　の値の変化の様子を詳しく調べよう。

○関数　y=ax2　の値の増減について調べる。

○関数　y=ax2　の変化の割合を調べる。

○関数　y=ax2　ので、x　の変域に対応する　y　変域を求める。

◆身の回りの問題を、関数　y=ax2　を利用して解決してみよう。

○世界一大ブランコのひもの長さを、振り子の周期と長さの関係を基に予

想する。

○振り子の周期と長さの関係を、関数　y=ax2　で捉え、説明する。

◆関数　y=ax2　　のグラフを利用して、問題を解決してみよう。

○放物線と直線の２つの交点の座標や２つの交点を通る直線の式を求め

る。

◆走行時の速さを推測しよう。

○自動車の走行時の速さを、速さとブレーキ痕の長さの関係を基にして予

想する。

○単元全体の振り返りをする。

◆身の回りにあるいろいろな関数を調べてみよう。

○いろいろな事象の中から関数関係を見付け、その変化や対応の様子を調

べる。

◆自転車での安全走行について考えよう（パフォーマンス課題）。

○自転車の停止距離を求めて、危険を回避することができるかどうか判断

する。

Ⅳ　授業実践（中学校）



2　授業記録2　授業記録
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◆ 「世界一大ブランコ」のひもの 長さを、振り子の周期と長さの関係を基に予想しよう。

　・単元の目標を全体で確認する。

　具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を、
関数　y=ax2　とみなして、問題を解決する。

【思・判・表】
・関数　y=ax2　として捉えられる２つの数量につい

て、変化や対応の特徴を見いだし、問題を解決
している。（ワークシート）

【態度】
・関数　y=ax2　を活用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。（振り返り）

・ブランコを取り上げ、身近な事象に子どもが関
心をもつようにする。

・何を　x　、何を　y 　として変化と対応の仕方を調べ
ればよいのかを確認する。 

見
通
す

探
究
す
る

本時の目標 

６　細案　授業実践①（11／15時） 

評価規準 

具体的な子どもの姿 教師の手立て

◆学習課題　○主な学習活動　★ 自己決定の場 対話の視点　　　振り返りの視点

○　「長さ」が「周期」の 2乗に比例してい

ることを確認する。 

○　前時の学習を振り返る。

　・問題を提示し、本時の課題につなげる。

○　本時の学習を見通す。

 ・「周期」と「長さ」の間には、関係性が
ありそうだということを振り子の実験に
より共有する。 

○　「周期」と「長さ」の関係を調べる。

Ⅳ　授業実践（中学校）
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振
り
返
る

探
究
す
る

　・表、式、グラフの中から方法を選択し、
関係を見いだしたり、結論を導き出した
りする。 

○　考察をワークシートにまとめる。

　・実験を行ったグループで、自分の求め方
を説明し合う。

○　グループの中で求める方法を交流する。

　・問題解決の過程を振り返って感じたこと
を振り返る。

○　本時について振り返る。

　・ロイロノートの共有機能を使い、数名の
子どもの振り返りを共有する。

○　お互いの振り返りを共有する。

【研究との関わり】 

学びをつなげる振り返り　 

【研究との関わり】 

考えを広げ深める対話の工夫 

振り返りの視点 

④　友達の振り返りを読んで気付いたことや

考えたことを生かす。

★ まとめる方法

（グラフを描きながら）比例

じゃなくて、２次関数っぽい。 

じゃあ…スーッと…こんな感じ

の曲線？ 

表の結果を２次関数と見なしたときに、　

y  =１のとき 　x　 =２だから、y  = 1／4x2
　とい

う式で表されると考えられます。 

この実験結果は、 

今までに学習したどの関数

に当てはまるだろう？ 

式で考えた

のか。 　x　=９と与えられているので、

代入すると答えは20．25にな

りました。 

こういう考え方もあるんだな。

次はこの人の解き方でやって

みようかな。 

比例かな？ 

【グラフから推論したグループ】 

対話の視点　「推論する」 

振り子の実験で得られた数値から、根拠に基

づいて結果を予想する。

Ⅳ　授業実践（中学校）
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　関数　y=ax2　を用いて具体的な事象を捉え考察し、
問題を解決する過程を表現する。

【思・判・表】
・関数　y=ax2　として捉えられる２つの数量につい

て、変化や対応の特徴を見いだし、問題を解決
している。（ワークシート）

【態度】
・関数　y=ax2　を活用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。（振り返り）

１・２年生で学習した関数では捉えられない　y=ax2
　

という新しい関数について調べて、問題の解決に利

用してきたね。 

　x　の値を２倍したとき、　y　の値が　x　

の４倍になっているので、少し誤差

はあるけど２次関数なんじゃないか

なと考えました。 

見
通
す

探
究
す
る

本時の目標 

７　細案　授業実践②（13／15時） 

評価規準 

具体的な子どもの姿 教師の手立て 

◆学習課題　○主な学習活動　★ 自己決定の場 対話の視点　　　振り返りの視点

・単元全体を通して、どのような力が身に付いた
のかを共有する。

・自転車などで急ブレーキを掛けたときのブレー
キ痕や、廊下やグラウンドに残る靴の滑り痕な
どを想起させ、身近な問題であることを実感で 
きるようにする。

○　これまでの学習を振り返る。

　・問題を提示し、本時の課題につなげる。

○　本時の学習を見通す。

　・速さとブレーキ痕の長さの表を示し、表
から分かることを共有する。

○　変化の様子や対応の様子を調べる。

◆　自動車の走行時の速さを、速さとブレーキ痕の長さの関係を基にして予想しよう。

Ⅳ　授業実践（中学校）
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単純に答えを出すだけではなくて、「根

拠を明確にして説明をする」というのが

Ａ評価だよ。 

今までの「自分の振り返り」と

「ほかの人の振り返り」を読み直 

してみよう。 

振
り
返
る

探
究
す
る

・パフォーマンス課題に直結する問題であること
を確認し、ゴールとのつながりを意識付ける。

【研究との関わり】

学びをつなげる振り返り

振り返りの視点 

⑤ これまでの振り返りから自分の変化や

成長を自覚する。 

⑥ これまでの振り返りから自分の考えを

捉え直す。

　・走行時の速さを推測し、その方法を説明
する。

　・メンバーを入れ替えて、自分のグループ
の考えを説明したり、ほかのグループの
考えを聞いたりする。

　・２つの視点からどちらかを選んで、振り
返りを入力する。

　・数名の子どもの振り返りを全体で共有
し、内容を意味付けたり価値付けたりす
る。

○　問題を解決する。

　・ロイロノートで共有する。

○　これまでの振り返りから、自分の学びを

　振り返る。 

★ 振り返りの視点

対話の視点　「評価する」 

パフォーマンス評価の観点に基づいて他者

への意見をもつ。

【研究との関わり】 

考えを広げ深める対話の工夫 

△△さんの振り返りの仕方に共

感したし、ほかの単元でも大事

だと思うので、私も生かしたい

です。

自分の苦手なところを、○○さん

は～～という風に考えていたの

で、次の単元で使ってみたいと思

いました。 

比例定数の a を詳しく求めるために

　y=ax2
　に代入してみようと考えて、

まず　y=0．5の場合を計算しました。
１つだけじゃなくて、他の値でも

確かめたくなる。
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3　研究内容の検証3　研究内容の検証

　　（（11））　　子どもの見取り・聞き取り子どもの見取り・聞き取り

①　①　子どもの対話記録子どもの対話記録

○　授業実践１　対話の視点「推論する」

　本時では、関数を使って世界一大きなブランコのひもの長さを求め

るという課題を共有し、解決の根拠となる数値を得るために振り子の

実験を行った。実験結果から、どの値をx、yとしてどの関数に当て

はめるのか、各自が表・式・グラフから選択して考え、対話を通して

交流した。

○　授業実践２　対話の視点「評価する」

　本時では、関数を使ってブレーキ痕から走行速度を求めるという課題を解決するだけでなく、

実践１で課題となっていた「根拠を示しながら説明できるか」という評価の視点を基に、ワー

ルドカフェ方式で対話を行った。
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　授業実践１では、課題解決の方法を表・式・グラフの中から自己決定することで個人思考

を深め、その後の対話で自分の考えを確かめたり、更に広げたりしていた。しかし、説明を

する上で根拠や推論が弱いという課題もあった。授業実践２では、根拠を明確にしてほかの

グループに説明をしたり、説明を聞いたりする対話を行った。自分に足りないことや新たな

視点・気付きをメモする姿が見られ、考えを広げ深めることにつながっていた。

Ｄさん：「表（右図）を見たときに、ｘ

は10ずつ増えていて、ｙの0．5

から2．0、2．0から4．4でも増え

ているので、グラフの形は曲線

になるから、自分の班は２次関

数かなと思いました」

Ｅさん：「まず、10と0．5のところを見る

と、この表はｙ＝1／200ｘ2の

式を表していると考えられる。

（中略）ｘ＝50√２になり、

√２の近似値から50×1．41で表されるので、70．5になる。だから走行時の速さは、

およそ70．5ｋｍ/ｈと求められます」

Ｆさん：「近似値から求めるのか」

Ｅさん：「√２の近似値って、1．41だから。50√２だと具体的な数値が想像しづらいので。

こっち（1．41）の方が、『大体このくらいの値』と考えやすいなと」

Ｄさん：「なるほど」

　
※　ＤさんとＥさんは、根拠を明確にして説明することができていた。Ｆさんは、個人思考

では問題解決までできていなかったが、説明を聞くことで問題解決に向かっていた。

Aさん：（右のようにグラフを描きながら）

「こんな感じじゃない？」

Bさん：「たぶん放物線」

Aさん：「どの関数に当てはまるかでしょ？」

Cさん：「放物線だから…」

Aさん：「２次関数だよね」
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②　②　子どもへのインタビュー子どもへのインタビュー

○　授業実践１より

　　（（22））　　子どもの記述内容子どもの記述内容

①　①　ワークシートワークシート

　授業では次頁のようなワークシートを使用し、子どもたちが問題解決の方法を自己決定しなが

ら自分の思考の過程や根拠を可視化できるようにした。
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　授業実践１では、問題解決の方法を自己決定することで主体性や意欲が増し、対話による

交流で学びが活性化したと考えられる。実践２では、振り返りの蓄積と共有を通して、自己

の変容や成長を実感し、他者のアイデアを取り入れて学びを自己調整しようとする様子がう

かがえた。

Q：問題解決の方法を表・式・グラフから自分で考えて選んだことには、どんなよ

さがありましたか。

ほかの人の振り返りを読むと、共感したり新たに気付いたりする。

Q：友達と振り返りを交流して、参考になったことや考えが広がったり深まったりしたことはありましたか。

方法を選ぶために、どの解き方がよいのか自分で比較して考えるし、い

ろいろな解き方の戦略をお互いに交流できたのがよかった。

ほかの単元とのつながりや、もっと知りたいことを書くのが得意な人の

振り返りを読むと、気になることが出てきて、次につながるなと思う。

Q：振り返りを積み重ねることには、どんなよさがあると思いますか。

文で書くから自分の分かったことやできるようになったことが明確にな

った。文章の構成力や、ほかの人に説明する力も付いた。

方法を１つだけ先生から指定されると、そのやり方が分からない人はつ

いていけないけど、自分で選んだやり方だと、やりやすい方法から迫っ

ていけるのがよいと思いました。

価値観がみんな違うので、疑問に思うところもバラバラだから、自分１

人の振り返りだと一定の範囲でしか広げられないけど、いろいろな人の

価値観の疑問を見たら、たくさん気付けて、それも知りたいなと思う。

単元の始めの方で自分が疑問に思っていたところが、知識が増えた今で

は分かるようになったことが実感できる。振り返りを見返して、自分の

苦手なところや復習しておきたいところを確認して、テスト前などに生

かせるのはよいと思う。

どの時期に自分の中で解き方が定着して、分からなかったところが分かるようになったのか、

振り返りを読むとはっきりする。振り返りを入力することで、自分の学んだ内容を頭の中で

整理することができるし、次の時間まで頭に残りやすくなる。

○　授業実践２より
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②　②　振り返り記述振り返り記述

　普段からロイロノートを活用して継続的に振り返りを行っており、子どもたちは振り返りの視

点に沿って短時間で集中して記述していた。

○　授業実践１の振り返り記述内容

・振り子の比例定数は４分の１であることが分かった。

・実験を基に関数について考えることができた。

・１つの数字で確かめるのではなく、たくさんの数で確かめることが大事だとわかった。

・ブランコの長さの求め方を周りと相談して求めることができた。

・友達と話し合うことで分からない問題などもしっかり理解できた。

○　授業実践２の振り返り記述内容

・解き方を覚えて、いろいろな問題に応用するのが楽しいと思えるようになった。

・最初の頃よりもｙ＝ax²の形の式について知識が増えたし、それだけでなくたくさんの実験

をしてデータから求めたい値を導き出すことができるようになった。

・前と比べて、他の人の意見も取り入れながら振り返りを書けたからよかったと思う。

・振り返りの内容が薄くなってしまうので、もっと具体的に書けるようになりたいと思った。

・前回の振り返りで、分かっているところ・まだ分からないなというところが自分ですぐに分

かるから、振り返りが役に立っていると思った。

・「しっかりできた」などではなく、「～ができたから…が深められた」と細かく振り返りを書

けるようになって、成長したと思った。
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　ワークシートで自分の考えを整理し、対話を通してその内容を修正する様子が見られた。

根拠となる説明を組み立て、友達の説明を聞くことを通して、自分の考えを確かめたり、新

たな解法に気付いたりすることができ、学びを深めることにつながっていた。
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　　（（33））　　子どもへのアンケート調査子どもへのアンケート調査

①　①　対話に関するアンケート結果対話に関するアンケート結果

②　②　振り返りに関するアンケート結果振り返りに関するアンケート結果

③　③　単元全体を振り返っての感想単元全体を振り返っての感想

○　友達と対話して、自分では思いつかなかったことやわからなかったことを聞くことができて

よかった。

○　友達になんでそうなるのかなど自分が理解できるまで教えてもらって理解を深めた。

○　みんなの振り返りを見て新しい考えが生まれたり発見したりできたので、とても参考になった。

○　友達と交流することで新しい考えを発見でき、より多くの方法で問題を解くことができるよ

うになると思った。クラスメイトの自由な発想を知り、試してみたくなるのがよいと思う。
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57％
38％

5％

76％

24％

何について、何のために友達と話し合いをするのかを具体的に理解して、対話することができましたか。

【授業実践前】 【授業実践後】

　課題や目的意識を共有した上で対話に取り組む子どもが増えたことで、学びに対する主体性

が高まり、様々な考え方を取り入れて課題の解決に向かう姿につながったのではないかと考察

できる。振り返りについても、継続的に積み重ねて共有・比較することで新たな気付きや自己

変容を自覚することができ、学びの深まりを実感する子どもが大幅に増えたと考えられる。

友達と振り返りを共有することで、自分の考えを広げたり深めたりすることができましたか。

10％

71％

29％

57％
33％

【授業実践前】 【授業実践後】

　振り返りの視点を明確にすることによって、子どものたちの思考が整理できるようになった。

　授業実践１では、本時における学びを自覚していることが分かる。また、他者との対話に

よって問題解決に向かうことができた様子もうかがえた。

　授業実践２では、これまでに蓄積した振り返りを振り返ることで、単元の学習内容や、自

分についた力が明確になっていた。さらに、振り返りの質が向上しているという記述や、さ

らに向上させたいという記述が見られ、振り返りの積み重ねが次の学びへの意欲につながっ

ていた。

　対話を通してさらに考えが広がったり、課題解決に結びついたりしたことがうかがえる。

また、振り返りの比較・共有を通して学んだことや気付いたことから、新たな課題意識や意

欲が生まれており、次の学びにつながっていると考えられる。

Ⅳ　授業実践（中学校）
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　単元計画例は十勝教育研究所のホームページからダウンロードすることが

できます。（https://tokachi-edlab.jp）

Ⅴ　参考資料

共同研究員による単元計画例

研究所名 共同研究員 学年 教　科 ページ単元名

士幌町教育研究所

上士幌町教育研究所

鹿追町立教育研究所

中札内村教育研究所

更別村教育研究所

池田町教育研究所

本別町総合教育研究所

陸別町教育研究所

新得町教育研究所

清水町教育研究所

広尾町教育研究所

豊頃町教育研究所

浦幌町教育研究所

土屋　英之

杉浦　亜弓

中山　竜太

土橋　真理

原田　憲未

名越　正道

幾島　佑真

髙松ななみ

柴山　貴大

髙原　悠輔

山下　喜久

添田佑生子

田口　宏子

３年

６年

２年

３年

１年

５年

５年

２年

１年

２年

１年

２年

１年

算数科

家庭科

生活科

算数科

国語科

社会科

国語科

算数科

音楽科

理　科

音楽科

外国語科

数学科

P32

P33

P33

P34

P35

P35

P36

P36

P37

P37

P38

P38

P39

円と球

生活を豊かにソーイング

めざせ生きものはかせ

大きい数のしくみ

けんかした山

水産業のさかんな地域

ミニディベート—AＩとのくらし

長方形と正方形

器楽「アルトリコーダー」

地球の大気と天気の変化

２章　大気中の水の変化

シューベルト「魔王」

Lesson ６　Castles and Canyons

方程式
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Ⅵ　研究のまとめⅥ　研究のまとめ

1　1　今年度の研究の成果と課題今年度の研究の成果と課題

　　（（11））　　考えを広げ深める対話の工夫について考えを広げ深める対話の工夫について

○　単元の課題やゴールを子どもと教師で繰り返し確認し、その達成につなげるために対話を行う

という目的意識を共有することによって、主体的に学習や対話に取り組む姿が見られた。

○　シンキングツールを活用したり、問題・課題解決の手段を自己決定したりしながら対話の形態

を工夫することで、子ども同士が様々な相手や手段で交流することができ、考えの幅を広げるこ

とにつながった。

○　対話を通して自分の考えを説明したり、他者の考えを聞いたり質問したりすることで、自分に

足りないことや新たな視点・気付きを得るきっかけとなり、学びを深める姿が見られた。

●　対話を積み重ね、質を向上させていくことが重要である。子どもの発達段階に応じた「目指す

対話の姿」があると、対話に取り組みやすいのではないだろうか。特に低学年では、対話の視点

を子どもに分かりやすく伝え、対話の型を示すことや、仲のよい子ども同士の対話に偏らず、幅

を広げるよう促すこと等も有効だと考えられる。

●　話すことが得意ではなく、書いたものを見せて読み合う子どももいた。特に小学校低学年の段

階では、書いたものを読み合うことも重要な対話の手段と言えるのではないだろうか。

　　（（22））　　学びをつなげる振り返りについて学びをつなげる振り返りについて

○　振り返りの視点を明示し、それに沿って文章をまとめることで子どもの思考や学習内容が整理

され、「次はこうしたい」「これをやってみたい」という次時以降の課題が明確になり、学びの自

己調整につなげる姿が見られた。

○　振り返りを継続的に積み重ねることで、書く力が付いたことや、分からなかったことが分かる

ようになったこと、学んだ内容をこれからの学習にも活用できること等を子どもが実感し、達成

感や学びの意欲につながった。

○　振り返りを共有・比較することによって、他者の記述から新たな気付きを得たり、次の学びに

つながる課題やアイデアを取り入れたりすることができ、学びを深める姿が見られた。

○　ロイロノート等のＩＣＴによる振り返りは即時共有に優れ、紙媒体で一覧になっている振り返

りは、見返しやすさや学びの足跡を実感する点において効果的であった。日頃の積み重ねによっ

てそれぞれのやり方に子どもたちが慣れ、効果的に活用されていた。

●　子どもの発達段階や実態に合わせて、振り返りの視点の数を絞ると、思考がぶれず記述がしや

すくなるのではないだろうか。

●　振り返りを共有・比較する機会を毎時間確保することは難しいが、学びの深まりや次へのつな

がりを生み出すために、教師がよい記述を全体に紹介して価値付け、子ども同士で振り返りを共

有・比較する機会を作る必要があるだろう。

40
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2　2　２か年の研究の成果と課題２か年の研究の成果と課題

○　課題や目的意識を共有し、対話の視点を明確にした上で話し合うことによって、他者の考えを

取り入れながら自分の考えを深め、よりよい課題解決に向かおうとする主体的な子どもの姿につ

ながった。

○　他者との対話の時間だけではなく、自己との対話の時間を確保することで、対話を通して得ら

れた多面的な考えを自分の考えと比較しながら広げたり深めたりし、自分の考えを再形成しよう

とする姿につながっていた。

○　振り返りを継続的に積み重ねることで、記述内容の質と量が向上した。また、蓄積した振り返

りを共有・比較することで、自己の変容を実感したり、他者から気付きを得たり、次の課題を見

付けたりすることができ、これからの学びにつなげようと自己調整する姿が見られた。

○　振り返りは、授業のねらいと子どもの学びが結び付いているかを確認したり、子どもの理解度

や疑問点を把握したりする上で教師にとっても有効である。振り返りの記述を子どもたちに紹介

して価値付ける・教師の授業改善に生かす・新たな課題に結び付ける等、様々な活用が期待でき

る。

○　対話・振り返りは、継続的に行うことで質を高めていくことが重要である。２か年の授業実践

　振り返りに慣れ、集中して取り組んだり成長を実感したりする姿を見ることができた。

●　対話の相手・タイミング・手段などを、子ども自身が考えて選択する機会を教師が意図的に作

り、経験を重ねる必要があるのではないだろうか。自己決定を重ねていくことが、学びの主体性

を高めることにつながると考えられる。

●　振り返りの効果的な実践例の共有、授業のタイムマネジメント、継続できるシステム作り等を

通して、振り返りを更に広めていくことが今後の課題である。
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では、授業者による日頃からの積み重ねと、丁寧な見取りや励ましによって、子どもたちが対話・

Ⅵ　研究のまとめ



Ⅶ　共同研究員紹介／参考・引用文献Ⅶ　共同研究員紹介／参考・引用文献

十勝管内教育研究所連絡協議会共同研究員十勝管内教育研究所連絡協議会共同研究員
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○　小学校学習指導要領解説　総則編（平成29年７月） 文部科学省

○　小学校学習指導要領解説　国語編（平成29年７月） 文部科学省

○　中学校学習指導要領解説　総則編（平成29年７月） 文部科学省

○　中学校学習指導要領解説　数学編（平成29年７月） 文部科学省

○　生徒指導提要　第２章　教科の指導と教育課程（令和４年12月） 文部科学省

○　「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料　小学校　国語 国立教育政策研究所

○　「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料　中学校　数学 国立教育政策研究所

○　「対話的学び」をつくる　聴き合い学び合う授業 ぎょうせい

○　すべての子どもを深い学びに導く『振り返り指導』 教育報道出版社

○　まんがで知るデジタルの学び−ＩＣＴ教育のベースにあるもの− さくら社

参考・引用文献

十勝教育研究所　柴田　悠二／山本　由佳／佐藤　悠樹

芽 室

足 寄

大 樹

士 幌

上士幌

鹿 追

中札内

更 別

池 田

本 別

推　進

幹　事

推　進

副幹事

授業者

中村　俊太

程野　純貴

齊藤　織斗

土屋　英之

杉浦　亜弓

中山　竜太

土橋　真理

原田　憲未

名越　正道

幾島　佑真

芽室町教育研究所

（芽室南小）

足寄町生涯学習研究所

（足 寄 小）

大樹町教育研究所

（大 樹 小）

士幌町教育研究所

（上居辺小）

上士幌町教育研究所

（上士幌小）

鹿追町立教育研究所

（鹿 追 小）

中札内村教育研究所

（中札内小）

更別村教育研究所

（上更別小）

池田町教育研究所

（池 田 小）

本別町総合教育研究所

（本別中央小）

帯 広

音 更

幕 別

新 得

清 水

広 尾

豊 頃

浦 幌

陸 別

推　進

幹　事

推　進

副幹事

授業者

藤原　悠大

上野　純子

長澤　翔太

柴山　貴大

髙原　悠輔

山下　喜久

添田佑生子

田口　宏子

髙松ななみ

帯広市教育研究所

（大空学園）

音更町教育研究所

（音 更 中）

幕別町教育研究所

（幕 別 中）

新得町教育研究所

（新 得 中）

清水町教育研究所

（御 影 中）

広尾町教育研究所

（広 尾 中）

豊頃町教育研究所

（豊 頃 中）

浦幌町教育研究所

（上浦幌中）

陸別町教育研究所

（陸 別 小）

市町村 備　考共同研究員名 所属（所属校）市町村 備　考共同研究員名 所属（所属校）

Ⅶ　共同研究員紹介／参考・引用文献
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十勝教育研究所　協力員研究

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究
～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

（２か年継続研究　１年次）

Ⅰ　研究の概要

１　研究主題

２　主題設定の理由

３　研究の仮説と内容、構造図

４　研究計画

５　検証計画

６　研究の推進

７　研究の組織

８　研究推進計画

　

Ⅱ　研究の視点と内容

１　研究の視点

２　研究の内容

　

Ⅲ　授業実践

１　小学校授業実践１

２　小学校授業実践２

３　小学校授業実践記録

４　中学校授業実践１

５　中学校授業実践２

６　中学校授業実践記録

７　資料「行動の選択肢の議論のアクティビティ」

　

Ⅳ　研究のまとめ

１　研究の内容に関わる本時の検証

２　授業実践前後のアンケート結果からの検証

３　研究内容の検証

４　研究１年次の成果と課題

　

Ⅴ　研究協力校紹介／参考・引用文献

授業者

新得町立新得小学校

教諭　西嶋　健悟

授業者

音更町立共栄中学校

教諭　青木　大地



Ⅰ　研究の概要Ⅰ　研究の概要

1　1　研究主題研究主題

　他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究

　～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

2　2　主題設定の理由主題設定の理由

今日的な課題　学習指導要領の趣旨等から

　Society5．０時代の到来やグローバル化等により急速に社会が変化し、予測が困難な時代になってい

る。そのような情勢の中で、平成29年告示の学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」による

資質・能力の育成を図り、「持続可能な社会の創り手」の育成を目指して、「何を学ぶか」だけにとど

まらず、「どのように学ぶか」や「何ができるようになるか」が重視されている。さらに、学習指導要

領総則第２教育課程の編成２（（11））では、「各学校においては、児童（生徒）の発達の段階を考慮し、言

語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力

を育成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編

成を図る」ことが求められている。

　また、2022年６月内閣府発行の「Society5．０の実現に向けた教育・人材育成に関するパッケージ」

において、一人一人の多様な幸せ（Well-being）の実現のためのロードマップの１つとして、多様

な子どもたちに対してＩＣＴも活用し個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることが述

べられている。

十勝の現状から

　十勝教育研究所が令和６年

１月から２月に掛けて、十勝

管内の教職員へアンケート調

査を行った。右グラフ①では、

情報を読み取る力や責任をも

って発信する力が挙げられた。

真偽を確かめる力（ファクト

チェック）を育成していくこ

とは、喫緊の課題となるだろ

う。一方で、グラフ②では、

ルールやマナーを守る力が過

半数を超える結果となってい

る。

　また、自由記述欄の内容をＡＩテキストマイニングで集計すると次頁図のような結果となった。「活

用」のほか、「モラル」「指導」という名詞のポイントが高い。さらに、「正しい」「望ましい」「難し

い」という形容詞もあることから、課題意識はあるものの、その解決や実現に難しさを抱えているの

ではないかと推察される。加えて、「つながる」「感じる」という動詞のポイントも高いことから、他

者への意識や関わり方についても必要感があるのではないかと考えられる。
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【デジタル化が急速に進む中で、どのような力を付けることが必要と感じているか】

Ⅰ　研究の概要



　併せて、記述内容をＡＩ（ChatＧPT）で要約すると、以下のように表された。

　ＩＣＴの活用は重要だが、一方で教師の指導力や保護者の理解、情報モラルの教育など、課題

も多い。子どもたちの視力低下や健康への影響、情報の信頼性や適切な使い方の指導、機器の更

新やトラブルへの対応などに不安がある。また、学校間や教師間の活用の差や、家庭でのルール

や管理の問題も指摘されている。ＩＣＴの活用はバランスが重要であり、情報モラルやモラル教

育の重要性も強調されている。ＩＣＴの活用に伴う情報モラル教育の変革も考えていかなければ

ならない。

　このように、急速にデジタル化が進み、情報に囲まれている時代に生きる子どもにとって、情報モ

ラルの育成に関する課題や教師がもつ不安も見受けられる結果となった。

今年度の研究の方向性

　これらの状況から、まずは、日頃から情報機器を扱う際には、相手意識をもち、他者と様々に関わ

りながら、お互いを大切にしていく姿勢や態度が必要だと考える。Society5．０では、現実の世界とデ

ジタルの世界が融合し、より便利な世の中になることを目指している。デジタルの世界が更に身近に

なり、生活に密着していくようになるが、人間中心なことに変わりはなく、他者と関わり合いながら

生きていくはずであろう。

　しかし、デジタル世界では、相手の顔が見えづらく、一見何をしても、何を言ってもよいかのよう

な感覚になる子どもも多いだろう。実際には画面の向こうには人がいて、発せられた画像や文字の情

報を受け取っている。そのため、現実の世界と同じように、他者の存在を意識し、他者の気持ちも大

切にする必要があると考える。また、自分の行動に対する責任も存在することから、いかに情報を整

理、分析し、自分なりの判断をして行動をしたりその責任を果たしたりするかについて、考えていく

必要があるだろう。

　以上のことから、他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育むことを目指し、実践的な研究

を進めたいと考え、本主題を設定する。
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【ユーザーローカルＡＩテキストマイニングによる分析（https://textmining.userlocal.jp/）】

Ⅰ　研究の概要



3　3　研究の仮説と内容、構造図研究の仮説と内容、構造図

4　4　研究計画研究計画
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①　理論研究

②　子どもの実態把握

③　日常モラルを生かした学習内容の工夫

④　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

⑤　協力員による授業実践

⑥　１年次の検証のまとめ

⑦　２年次に向けた仮説、研究内容、研究計

画、検証計画の修正

①　理論研究

②　子どもの実態把握

③　他者を尊重し、責任をもって行動する子

どもを育むための研究内容の検討

④　協力員による授業実践

⑤　２年次の検証のまとめ

⑥　２年間の研究の成果

（1）　第１年次（令和６年度） （2）　第２年次（令和７年度）

研究主題

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究

～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

研究の内容

１　日常モラルを生かした学習内容の工夫　

２　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

他者を尊重し、責任をもって行動する子ども

研究の仮説

特別活動において、日常モラルを生かした学習内容と

一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して、

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもが育まれるであろう。

研究内容１

日常モラルを生かした

学習内容の工夫

①　事前アンケートの活用

②　情報技術の仕組みの理解

研究内容２

一人一人が意思決定する

学習展開の工夫

①　行動の選択肢の議論

②　前向きな対処法の追求

情
報
活
用
能
力

（
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
。）

Ⅰ　研究の概要



5　5　検証計画検証計画

　　（（11））　　検証内容検証内容

①　日常モラルを生かした学習内容の工夫により、他者を尊重しようとすることができていたか。

②　一人一人が意思決定する学習展開の工夫により、自分事として問題を捉え、責任をもって行動

をしようとすることができていたか。

　　（（22））　　検証方法検証方法

①　ノートや端末などへの記述の見取り

②　題材前後の子ども・授業者へのアンケート調査・インタビュー調査の分析（全体・抽出）

③　授業に参加する姿からの見取り

6　6　研究の推進研究の推進

・　　研究方法研究方法

　十勝教育研究所と研究協力校との共同研究とし、研究協力員の実践を通して検証する。

7　7　研究の組織研究の組織

　　（（11））　　担当所員担当所員

　籾山　修斗　・　白澤　大輔

　　（（22））　　研究協力校研究協力校

　新得町立新得小学校　西嶋　健悟　教諭

　音更町立共栄中学校　青木　大地　教諭

8　8　研究推進計画（令和６年度　１／２年次）研究推進計画（令和６年度　１／２年次）
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・研究主題、研究計画等の作成

・研究の視点、方向性の確認

・研究協力員の委嘱及び研究の概要説明
・理論研究
・子どもたちの実態把握

・研究実践計画と検証実践計画の策定
・授業実践における検証方法の検討
・授業実践１の内容検討・実践（７／23）

・授業実践２の内容検討

・授業実践２の実施（９／10）
・子どもたちの変容の分析、授業実践の分析
・協力校での継続的な実践
・授業実践３の内容検討・実践（10／３）
・授業実践４の内容検討・実践（10／17）

・１年次の検証
・研究紀要原稿の検討
・研究発表大会用パワーポイント作成

・研究発表大会打合せ、リハーサル
・研究のまとめ

・研究発表大会（２／６）
・研究紀要の刊行

十勝教育研究所業務計画会議
十勝教育研究所運営委員会

　

第１回協力員会議（６／４）
十勝教育研究所調査委員会
第２回協力員会議（６／20）【Zoom】

十勝教育研究所モニター会議
第３回協力員会議（７／９）【Zoom】
第４回協力員会議（７／23）

第５回協力員会議（８／22）【Zoom】

第６回協力員会議（９／５）【Zoom】
第７回協力員会議（９／10）
第８回協力員会議（９／17）【Zoom】
第９回協力員会議（10／３）
第10回協力員会議（10／10）【Zoom】
第11回協力員会議（10／17）

十勝教育研究所運営委員会

　

十勝教育研究所研究発表大会

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

研究の推進内容 諸会議月

Ⅰ　研究の概要



Ⅱ　研究の視点と内容Ⅱ　研究の視点と内容

1　1　研究の視点研究の視点

　　（（11））　　本研究における「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」本研究における「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」

　本研究では、目指す子ども像を、「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」とする。

　「他者を尊重し」とは、「多様な他者を理解し、相手の意見を聴き自分の考えを正確に伝えるこ

とができる」ことである。平成23年中央教育審議会の答申「今後の学校におけるキャリア教育・職

業教育の在り方について」では、キャリア教育において育成すべき力「基礎的・汎用的能力」とし

て、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」、「課題対応能力」、「キャリアプラ

ンニング能力」の４つの能力が示されている。

　特に、「人間関係形成」は、特別活動において育成を目指す資質・能力の３つの視点のうちの１

つとされており、子ども一人一人が互いを尊重し、よさや可能性を発揮し、生かし、伸ばし合うな

ど、よりよく成長し合えるような集団活動としていくことが求められている。これらは、生徒指導

提要の内容とも合致する。

　「責任をもって行動する」は、2019年にＯＥＣＤから発表された「ラーニングコンパス（学びの

羅針盤）」の中心的な概念である「エージェンシー」と重なる。「エージェンシー」は、「変革を起

こすために目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる能力」と表されており、予測が困難

な状況を乗り越えていくためには、「結果の予測（目標設定）」や「目標実現に向けた計画立案」「自

分が使える能力や機会を評価・振り返り、自身のモニタリング」「逆境の克服」などの多様な能力

が必要とされると述べられている。

　また、子ども自らの目標設定やその実現には、自分たちの欲求の実現にとどまらず、自分たちが

所属する社会に責任を負うことが求められており、自らの目標や実現のための行動が、社会にどう

受け止められるのかを考えたり、振り返ったりする能力も重要視されている。

　さらに、教育基本法第２条第３号では、「正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んず

るとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う

こと」という教育の根本に関わる記述がある。これは、「エージェンシー」の理念に重なるもので

あると文部科学省が見解（ＯＥＣＤの「教育とスキルの未来2030プロジェクト」の途中経過を示し

たポジションペーパーの日本語版）を示しており、日本の教育は既にこれを含んで行われてきてい

ると考えられる。

　これらのことから、「責任をもって行動する」ことは、自らを律し、自己を振り返る能力を身に

付け、その後のよりよい行動を考えることができる力ということができるだろう。

　そこで、本研究では、「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」を次のように考える。

本研究における「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」本研究における「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」

・多様な他者を理解し、相手の意見を聴き、自分の考えを正確に伝えることができる子ども

・自らを律し、自己を振り返る能力を身に付け、その後のよりよい行動を考えることができ

る子ども
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Ⅱ　研究の視点と内容



　　（（22））　　情報活用能力情報活用能力

　学習指導要領にある情

報活用能力は、情報及び

情報手段を主体的に選択

し、活用していくための

個人の基礎的資質であり、

文部科学省では、図のよ

うに３観点８要素に整理

している。この３つの観

点が相互に関連し、連携

して発揮されるべき力と

されている。

　これらの能力を身に付

けることで、将来、様々

な情報を活用して、自分

の考えを形成したりほか

の人と協力して新しい価値を生み出したりすることができるようになると述べられている。

　そのためには、細分化された８つの要素を、情報を使う際の具体的なスキルや考え方として捉え、

授業を展開し、子どもたちが身に付ける必要があると考える。

　　（（33））　　情報モラル教育情報モラル教育

　学習指導要領では、情

報活用能力（情報モラル

を含む。）は、言語能力

と同様に、「学習の基盤と

なる資質・能力」とされ

ている。中でも情報モラ

ルは、右図のように「情

報社会で適正な活動を行

うための基になる考え方

と態度」と定義され、各

教科等や生徒指導との連

携を図りながら実施する

ことが重要とされている。

　一方で、指導に関しては、44ページで提示したとおり、多くの先生方が困り感を抱えており、

「継続的、日常的に指導することの必要性」「子どもの実態が分からない」「詳しくないので指導し

づらい」なども挙げられている。

　これらのことから、事前アンケートから子どもの実態を把握した上で、情報の活用場面を具体的

に想起し対応を考える活動を通じて、情報モラルの「他人への影響を考える」「自他の権利を尊重す

る」「行動への責任をもつ」などについて考えることで、本研究主題である「他者を尊重し、責任を

もって行動する子ども」の育成につながると考えた。
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【文部科学省「21世紀を生き抜く児童生徒の情報活用能力育成のために」2015年P２より】

【令和元年　文部科学省青少年タスクフォースより】

Ⅱ　研究の視点と内容



2　2　研究の内容研究の内容

　本研究では、他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育むための具体的な内容として、日常

モラルを生かした学習内容の工夫（研究内容１）と、一人一人が意思決定する学習展開の工夫（研究

内容２）の２つを行うこととした。

　　（（11））　　日常モラルを生かした学習内容の工夫日常モラルを生かした学習内容の工夫

①　①　事前アンケートの活用事前アンケートの活用

　令和２年６月文部科学省から出された「教育の情報化に関する手引―追補版―」（以下、手

引）では、「児童生徒の情報活用能力がどの程度育成されているか、本体系表例（文部科学省委

託事業「次世代の教育情報化推進事業『情報教育の推進等に関する調査研究』による情報活用能

力の体系表例）を実態把握に活用するとともに、各学校・学年の実態に応じた育成及び指導の改

善・充実を行う目安としても活用するという一連の流れが重要である」と述べられている。子ど

もたちのデジタル機器を使う頻度が高まっている中、どれだけの時間やどのような場面で使って

いるのか、そこにどのような傾向があるのかなどについて、しっかり押さえた上で授業づくりを

行うべきだろう。

　そこで、事前アンケートを実施し、子どもたちのデジタル機器の状況の傾向をつかむ。その結

果を体系氷冷に照らし合わせ、どのような問題場面に出合わせるかを検討し、より「自分事」と

して考えやすい環境を整えることで、「他者を尊重し、責任をもって行動する子ども」を育成する

ことができると考えた。

②　②　情報技術の仕組みの理解情報技術の仕組みの理解

　手引によると、情報モラルは、「日常モラル＋情報技術の仕組みの理解」とされている。日常

モラルを発揮した上で情報技術の仕組みを理解することができれば、具体的なトラブル場面に遭

遇したときにも落ち着いて状況を整理し、その後のよりよい行動へつなげられるようになるだろ

う。
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【文部科学省委託事業「次世代の教育情報化推進事業『情報教育の推進等に関する調査研究』による情報活用能力の体系表例」より一部抜粋】

Ⅱ　研究の視点と内容



　そこで、授業の中で具体的な問題場面

に出合った際に、どのような特性によっ

て、その問題が発生しているのかを冷静

に見極める場面を設定する。インターネ

ット上のコミュニケーションも日常生活

と同様に、画面の向こう側に人がいるこ

とを意識させることが重要であると考え

る。顔が見えない分、日常生活以上に勘

違いが起こる可能性は高く、注意すべき

点があるということについて理解を深め

ることが必要であろう。個々がもってい

る日常モラルを活用して、問題場面につ

いて「自分事」として考えることが、「他

者を尊重する」子どもにつながるだろう。

　　（（22））　　一人一人が意思決定する学習展開の工夫一人一人が意思決定する学習展開の工夫

①　①　行動の選択肢の議論行動の選択肢の議論

　「行動の選択肢の議論」とは、デジタル上の問題の解消のため、実現可能な行動の選択肢を考

え、議論をすることを指している。ここでいう議論は、討論とは異なり、自分の意見を表明した

り、相手の意見を聴いたりすることで、改めて自分の考えを形成していく活動を指すこととする。

結論を出すための作業ではなく、様々な立場や考え方に触れることで、多様性を認め、「他者を尊

重する」子どもを育むことができるのではないかと考える。

　また、行動の選択肢について、子どもがメリット・デメリットを考える活動を通して、異なる

意見を受け入れたり、更に別の解決方法を見いだしたりすることが、その後の展開における意思

決定に生きるだろう。その際には、決して、結論を１つにするような方法は取らないように留意

することが大切である。

　さらに、議論の際にはＩＣＴを効果的に活用していくことで、思考を整理したり、即時的に意

見を共有したりすることができるだろう。

②　②　前向きな対処法の追求前向きな対処法の追求

　授業の終末場面において、具体的な場面で自分だったらどのような行動をしたいか、最終的な

考えを記述してまとめる活動を設定する。

　この活動では、特に、前向きな対処法を考えることを重視する。「危険だから使わない、全く

触れない」という思考ではなく、「身の回りにあふれている情報や情報機器をよりよく活用をし

ていく」という考え方をもち、「正しく理解して、もっと便利に、もっと楽しく、幸せな社会生

活ができるように活用する力を付けよう」というウェルビーイングにつながるポジティブな学び

をすることで、「責任をもって行動する」スキルを獲得することができるであろう。そうするこ

とで、いざ問題場面に遭遇したとしても、冷静に判断し、行動することができる子どもになるの

ではないだろうか。

　このように、行動の選択肢を議論した上で、前向きな対処法を追求することを通して、他者の

考え方に触れ、情報技術への理解を深めながら、自己の行動について考えることが、「他者を尊

重し、責任をもって行動する子ども」の育成につながると考える。
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【教育の情報化に関する手引】

Ⅱ　研究の視点と内容



Ⅲ　授業実践Ⅲ　授業実践
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1　題材　どう返答するのが正解？～オンラインコミュニケーションでのやり取り～
　学級活動（2）イ　よりよい人間関係の形成

　
2　題材について

（1）　子どもの実態
　子どもたちは非常に活発で、何事にも意欲的に取り組む姿が多く見られる。よりよいと思ったこ
とを友達と共有し、積極的に気付きを行動に移すことができる場面が多く、他者を尊重する態度も
随所に見られており、日常生活の中で友達を褒める言葉が行き交う雰囲気がある。

（2）　題材設定の理由
　事前アンケートから、対人関係では「相手の気持ちを考え、傷付けないよう配慮する」と答える
子どもが多く、ふだんから他者意識をもっているという傾向が強く出ていた。また、ＬＩＮＥなど
のツールにおいては子どもによって経験が大きく分かれている。
　今回は、チャットのような文面のみのコミュケーションを題材とする。チャットを疑似体験しな
がら、画面の向こうにいる相手の様子を想像することで、相手を尊重する大切さを理解できるよう
にし、具体的にどのような行動が取れるかを考えることで、責任をもって行動するスキルを身に付
けることをねらいとする。

（3）　他教科等との連携

3　評価規準

4　事前の指導

5　研究内容との関わり
（1）　研究内容１

・事前アンケートから子どもの実態を把握した上で、題材の設定をする。子どもが自分事として捉
えやすいよう、疑似体験を取り入れ、実感を伴う学習を設定する。

・情報技術の特性「相手が存在するが見えにくい」「誤解が生まれやすい」について取り扱う。

新得町立新得小学校　第６学年

授業者　西嶋　健悟「オンラインコミュニケーション」

1　小学校授業実践１

国語科「雪は新しいエネルギー」 学級活動⑵イ
よりよい人間関係の

形成道徳科「相互理解、寛容」

社会科「歴史新聞づくり」

学校行事「修学旅行」

観
点

評
価
規
準

よりよい生活や人間関係を
築くための知識・技能

　日常の生活や学習への適応
と自己の成長及び健康安全と
いった、自己の生活上の課題
改善に向けて取り組むことの
意義を理解するとともに、そ
のために必要な知識や行動の
仕方を身に付けている。

　自己の生活上の課題に気付
き、多様な意見を基に、自ら
の課題解決方法を意思決定し、
実践している。

　自己の生活をよりよくする
ために、他者と協働して自己
の生活上の課題の解決に向け
て粘り強く取り組んだり、他
者を尊重してよりよい人間関
係を形成しようとしたりして
いる。

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

子どもの活動 指導上の留意点 目指す子どもの姿と評価方法

アンケートの結果をまと
める。

アンケートに記入する。
自分自身の生活を適切に振り
返るよう知らせる。

アンケートの結果をまとめ、
学級の実態をつかむ。

アンケートを記入し、オンラインの
長所と短所について考えることがで
きる。また、人との関わりについて
考えている。
【思考・判断・表現】（アンケート）

Ⅲ　授業実践
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（2）　研究内容２
・オンライン上では、「相手の顔が見えない」「画面の奥に相手がいることが想像しにくい」という

特性について考え、どのように情報を受け取り、返答をするのか考える場を設定する。
・返信について交流した後、安心してオンラインコミュニケーションを取るためにふだんのコミュ

ニケーションの中で意識していくことについて記述する場を設定する。

6　本時の展開
（1）　本時のねらい（目指す子どもの姿）

・責任をもった発信をする大切さを学び、よりよい人間関係を築くことができるようにする。
（2）　学習過程

　
　
7　事後の活動

・自分で立てた
めあてや取組
について振り
返る。

・友達の意見を参考にしながら、どの
ように生活に生かしていきたいかを
考えて立てた具体的なめあてや実践
方法に進んで取り組んでいる。
【知識・技能】（観察）

・夏休み等の家庭でのオンラインとの向
き合い方について考えるよう知らせる。

・オンラインだけでなくふだんのやり取
りの中で意識していることについても
考えるよう知らせる。

子どもの活動 目指す子どもの姿と評価方法指導上の留意点

☆今後のコミュニケーションについて
前向きに考えていたか。（記述）

【②】前向きな対処法の追求
今後の自己の前向きな行動につい
て意思決定している。

☆多様な意見のよさを生かして自己の
考えを形成しているか。

【②】行動の選択肢の議論
それぞれの行動をしたときのよさ
や影響等を考慮して考えている。

オンラインで楽しく、安全にするた
めには
・オンライン上でも相手は人間であ

る。
・誤解される可能性を低くする工夫

ができる。
・困ったときには、立ち止まる・相

談することが必要である。

□事前アンケートで返事を集めておく。
□発信側の意図も確認し、発信側が誤

解を招く可能性についても触れる。

【①】情報技術の仕組みの理解
・相手の顔が見えづらい特性
・思い込み、誤解が生まれやすいと

いう特性

指導上の留意点（□）評価（☆）
研究との関わり

今後の自分自身の行動について考え、決定する。
○　今後、オンラインコミュニケーションを取るとき

に気を付けていきたいことは何ですか？　またふだ
んの学校生活でも気を付けられることはあります
か？

文面だけのメッセージから相手を想像し返信を考える
「明日学校いきたくねー」（20：12）
○　この文に対しての返信をグループで考えましょう。

考える際にはどんな様子を想像したか、何と答える
かをマッピングしながら相談してください。
・様子が読めないから聞く→どうして？
・ただの絡み→スルー、俺も、私も（同調）

○　ほかの班の様子を見て交流をしましょう。
・「いじりすぎて元気ない」なら「いじったの気に

してる？」とか聞く方がいいんじゃない？
○　マッピングを基に出た意見を共有しましょう。
実際にチャットに返信する
○　Teams上でチャットに返信してみましょう。

オンラインコミュニケーションでの問題について例題
を通して押さえる
「明日学校いきたくねー」
○　このＬＩＮＥにどんな返事をしますか？

・何かあった？と聞く　・既読スルー
・いじりすぎてごめん　・面倒くさい

オンラインコミュニケーションの特徴を押さえる
○　相手の顔が見えないということや相手の様子を想

像しにくく誤解が生まれるといった特性があります。
また発信する方も勘違いされる可能性があります。

○　主な発問や教師の指示
・予想される子どもの反応

指導

過程

導入

つ
か
む

展開

さ
ぐ
る

終末

決
め
る

見
つ
け
る

課題　相手の様子を想像して返答を考え、オンラインで楽しくやり取りするときに自分が気を付けることを決めよう。

Ⅲ　授業実践
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1　題材　「世界でだれかが君を見ている」
　学級活動（2）イ　よりより人間関係の形成

2　題材について
（1）　子どもの実態

　事前アンケートから、子どもたちがふだん使用しているＳＮＳは、ＬＩＮＥのような連絡ツール
やYouTubeでの動画視聴が多い。一方で、不特定多数の人が見るＸやTikTokなどに対して投稿を
したり書き込みをしたりしたことがある子どもは、約17％と多くはない。

（2）　題材設定の理由
　インターネット上への投稿は日常のつぶやきや近況報告、告知など多岐にわたり、個人情報や肖
像権、著作権など多方面への思慮が必要となる。今回は、情報発信の入り口として自分自身の情報
の発信ではなく、投稿動画へのコメント投稿の場面を設定した。
　授業実践１と違い、全世界への発信には違った特性が多く含まれることにも目を向け、「オンライ
ン上におけるＴＰＯ」と捉え、場面に応じた意識すべきことへの理解を深める。また、場面に応じて
話すのはふだんの生活の中でも必要な能力であるため、この題材を通し、日常生活におけるＴＰＯ
をも意識できるようにする。

（3）　他教科等との連携

3　評価規準

4　事前の指導

5　研究内容との関わり
⑴　研究内容１

・事前アンケートから子どもの実態を把握した上で、題材の設定をする。子どもが自分事として捉
えやすいよう、疑似体験を取り入れ、実感を伴う学習を設定する。

・１対１でのオンラインコミュニケーションと比較し、世界中で見られる情報を発信するときの特
性の違いを理解し、オンラインにおけるＴＰＯを理解する。

新得町立新得小学校　第６学年

授業者　西嶋　健悟「動画へのコメント投稿」

2　小学校授業実践２

観
点

評
価
規
準

よりよい生活や人間関係を
築くための知識・技能

　日常の生活や学習への適応
と自己の成長及び健康安全と
いった、自己の生活上の課題
改善に向けて取り組むことの
意義を理解するとともに、そ
のために必要な知識や行動の
仕方を身に付けている。

　自己の生活上の課題に気付
き、多様な意見を基に、自ら
の課題解決方法を意思決定し、
実践している。

　自己の生活をよりよくする
ために、他者と協働して自己
の生活上の課題の解決に向け
て粘り強く取り組んだり、他
者を尊重してよりよい人間関
係を形成しようとしたりして
いる。

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

子どもの活動 指導上の留意点 目指す子どもの姿と評価方法

アンケートの結果をまと
める。

アンケートに記入する。
自分自身の生活を適切に振り
返るよう知らせる。

アンケートの結果をまとめ、
学級の実態をつかむ。

アンケートを記入し、場面に応じた
話し方について考えている。
【思考・判断・表現】（アンケート）

国語科「なぜわかりあえなかったのだろう」 学級活動⑵イ
よりよい人間関係の

形成道徳科「公正、公平、社会正義」

社会科「歴史新聞づくり」

学校行事「学習発表会」

Ⅲ　授業実践
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（2）　研究内容２
・コメント投稿についてどんな問題があり、どうコメントするのがよいか考える場を設定する。
・ふだんの生活の中でもＴＰＯについて意識していくことを記述する場を設定する。

　
6　本時の展開

（1）　本時のねらい（目指す子どもの姿）
・１対１でのオンラインコミュニケーションと比較し、世界中で見られる情報を発信するときの特

性の違いを理解する。
・責任をもった発信をする大切さを学び、オンラインでもＴＰＯを考えて発信しようとすることが

できるようにする。
（2）　学習過程

7　事後の活動

・自分で立てた
めあてや取組
みについて振
り返る。

・友達の意見を参考にしながら、どう
生活に生かしていきたいかを考えて
立てた具体的なめあてや実践方法に
進んで取り組んでいる。
【知識・技能】（観察）

・世界中で見られる情報発信との向き合
い方について考えるよう知らせる。

・ふだんのやり取りの中でも、伝え方を
意識していくことができるよう知らせ
る。

子どもの活動 目指す子どもの姿と評価方法指導上の留意点

課題　全世界が見ています。よりよい表現に変えよう。

☆学習内容を振り返り、伝え方を前向
きに考えていたか。（記述）

【②】前向きな対処法の追求
　今後の自己の前向きな行動につい

て意思決定している。

□コメントを変える際に意識したポイ
ントを扱う。

【②】行動の選択肢の議論
　世界中で見られるという特性を考

えて議論している。

□Teams内の動画にコメントを付ける。
（コメント同士のやり取りもＯＫ）

□コメントは肯定的なもの以外のもの
も扱う。

【①】情報技術の仕組みの理解
・個人情報注意
・自分自身の投稿は消してもなくな

らない可能性
・その一言が自分の評価になる可能性
≪罠≫
・直接じゃ言えないけどインターネ

ット上なら言えるかも。
（自分の顔が見えないと安心）
・意図とは違う切り取りで情報が変

わる⁉

指導上の留意点（□）評価（☆）
研究との関わり　

○　主な発問や教師の指示
・予想される子どもの反応

世界中で見られるという特性を踏まえ、コメントをよ
りよい表現の仕方に変える
○　ワークシートにあるコメントを、コメントの特性

を考えてよりよい表現に変えましょう。
・「○○さんの繰り返しおもろ」は個人情報だし、言

葉がくだけ過ぎているから「女の子の繰り返し面白
いね」にする。　

○　グループの中で特によいと思った理由やコメント
を選んで黒板に貼りましょう。

（全体で理由の共通点や表現の仕方について共有する）
○　実際の動画にコメントをしましょう。

今後の自分自身の行動について考え、決定する
〇　今後、情報を発信する際はどのようなことに気を

付けますか？また、ふだんの生活の中で伝え方につ
いて意識していくことは何ですか？

事前アンケートで、仮想新人動画投稿者にコメントを
付ける
○　動画のコメント見てみましょう。

・～さんの繰り返しがおもろ　・時代が古い
○　１対１のオンラインコミュニケーションではどん

な特性がありましたか？
・相手の様子が見えない

○　世界中で見られる情報を発信するときの特性につ
いて説明する。
・個人情報注意　
・その一言があなたの評価になる可能性

≪罠≫
・直接じゃ言えないけどインターネット上なら言え

るかも

指導

過程

導入

つ
か
む

展開

さ
ぐ
る

終末

決
め
る

見
つ
け
る
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【研究との関わり】 
一人一人が意思決定
する学習展開の工夫

導
入
導
入

展
開
展
開

終
末
終
末

新得町立新得小学校　第６学年
授 業 者　西嶋　健悟　教諭　
研究の内容1　日常モラルを生かした学習内容の工夫
研究の内容2　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

「オンラインコミュニケーション」
学級活動　⑵イ　よりよい人間関係の形成
題　　材　「どう返答するのが正解？」 

～オンラインコミュケーションでのやり取り～

課題：相手の様子を想像して返答を考え、オンラインで楽しくやり取りするときに自分が気を付けることを決めよう。

・相手の顔が見えづらい特性
・思い込み、誤解が生まれやすいという特性

オンライン上でも相手は人間。誤解される可能性を低くする工夫ができる。
困ったときには立ち止まる・相談することが必要。

「皆さんだったらどん
な返信を返します
か？」というアンケー
トをしました。 

「別に無理して行
かなくてもいいん
じゃない？」 「大丈夫？」 

「どうして行き
たくないの？」

マッピングをしながら、
投稿への返信を考えま
しょう。

夜遅いから、スルー
しちゃうかも…。 

様子が分からない
から、「どうして？」っ
て聞いてみようか。 

でも、本人も軽い感じ
で言っているかもしれ
ないし…。確かに本気で

悩んでいるの
かも。

本当に困っていると
思うから、どうした
のか聞きます！ 

ふだんの生活でも、
言葉遣いに気を付
けたい。

相手のことを考え
て話したい。

絵文字だけの投稿
に何て返そう…。

相手の様子を考え
て自分の言いたいこ
とをしっかり伝える
ようにしたいな。 

俺も～って
共感するな。

どんな様子を想像した
か、何と答えるかも想像
して書き込みましょう。 

　オンラインコミュ
ニケーションでの問
題について例題を通
して押さえる 

1

　オンラインコミュ
ニケーションの特徴
を押さえる 

2

　相手を想像しなが
ら返信を考える

3

　実際にチャットに
返信する 

5

　 グ ル ー プ ご と の
マップを共有する

4

　今後の自分自身の
行動について考え、
決定する

6

【研究との関わり】 
日常モラルを生かした
学習内容の工夫

Ⅲ　授業実践
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導
入
導
入

罠罠

展
開
展
開

終
末
終
末

新得町立新得小学校　第６学年
授 業 者　西嶋　健悟　教諭　
研究の内容1　日常モラルを生かした学習内容の工夫
研究の内容2　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

「動画へのコメント投稿」
学級活動　⑵イ　よりよい人間関係の形成
題　　材　「世界でだれかが君を見ている」

課題：全世界が見ています。よりよい表現に変えよう。

【研究との関わり】 
日常モラルを生かした
学習内容の工夫　　　

【研究との関わり】 
一人一人が意思決定
する学習展開の工夫

「皆さんだったらどん
な返信を返します
か？」というアンケー
トをしました。 

これは相手の
ことを考えて
ないね。

この表現は、変え
たいね。「違う雰囲
気」はどうかな？

投稿には名前も表
示されるから…。

消したくても消せ
ない可能性があ
るから発信する前
にちゃんと確認し
ないと。 

日常生活でも相手
に失礼にならない
ように言葉を伝え
ていきたい!!

次のバージョンも楽し
みだから、期待してい
ることを書こう。 

顔が見えなくても
相手はいるんだ
よな～。

言葉遣いが悪
いし、これが消
せないのはちょ
っと…。 

個人情報を書いて 
しまっているな…。 

世界中で見られ
るとしたら…。 

そんなこと
言うの？

直接じゃ言えないけど、インターネット上なら言えるかも 

みんなの動画へのコメ
ントの表現を変えてみま
しょう。 

どんな視点で考えたか
もワークシートに書き込
みましょう。

・個人情報注意　・自分自身の投稿は消してもなくならない可能性
・その一言が自分の評価になる可能性

　今後の自分自身の
行動について考え、
決定する

6

　グループで表現に
ついて話し合い、意
見を共有する

4

　動画へのコメント
をよりよい表現へ変
える

3

　世界中で見られる
情報を発信するとき
の特性を押さえる

2

　「動画へのコメン
ト」について事前ア
ンケートの結果を知
る

1

　実際の動画にコメ
ントをしてみる

5
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1　題材　「ＬＩＮＥのトラブルを避けるには？」
　学級活動（2）ア　自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

2　題材について
（1）　子どもの実態

　子どもたちは、学校行事のあらゆる場面で積極的に行動したり、自ら考えて行動したりしようと

する姿が見られる。しかし、抽象的な表現で伝えると他人事として捉えてしまうことがある。そこ

で、身近に起こり得ることを題材として取り上げ、当事者意識を常にもたせながら、自らの行動に

ついて考えさせたい。

（2）　題材設定の理由

　事前アンケートによると、クラスの子どもの約８割が自分専用のスマートフォンを所持している。

また、「友達に何かを伝えたいとき、どの方法を使いますか」という質問では、約８割の子どもが

スマートフォンを使用すると回答しており、主にＬＩＮＥを利用していることが分かる。

　本時では、ＬＩＮＥのグループトークの一場面を取り上げる。返信を考える活動を取り入れ、自

分の意見を表明したり、相手の意見を聞いたりしながら、様々な考え方に触れることで多様性を認

め、他者尊重する大切さを理解できるようにする。また、具体的な場面においてよりよい行動を考

えることで、責任をもって行動するスキルを身に付けることをねらいとする。

（3）　他教科等との連携

3　評価規準

4　事前の指導

5　研究内容との関わり
（1）　研究内容１

・事前アンケートから子どもの実態を把握した上で、子どもたちが自分事として考えやすいＬＩＮ

Ｅのグループトークの場面を題材として取り上げる。

・心理的特性における「非対面で伝わりにくい部分がある」について取り扱う。

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

観
点

評
価
規
準

　自己の生活上の課題の改
善に向けて取り組むことの
意義を理解している。
　適切な意思決定を行い実
践し続けていくために必要
な知識や行動の仕方を身に
付けている。

　自己の生活や学習への
適応及び自己の成長に関
する課題を見いだしてい
る。
　多様な意見を基に自ら
意思決定している。

　他者への尊重と思いやりを深めて
よりよい人間関係を形成しようとし
ている。
　他者と協働して自己の生活上の課
題解決に向けて、見通しをもったり
振り返ったりしながら、悩みや葛藤
を乗り越え取り組もうとしている。

子どもの活動 指導上の留意点 目指す子どもの姿と評価方法

アンケートに記入する。
自分自身の生活を適切に振り
返るよう指導する。

アンケートを記入し、オンラインコ
ミュニケーションの長所と短所につ
いて考えることができる。
【思考・判断・表現】（アンケート）

音更町立共栄中学校　第１学年

授業者　青木　大地「ＳＮＳのよりよい使い方を考える」

4　中学校授業実践１

技術・家庭科「情報に関する技術」 学級活動⑵ア
自他の個性の理解と尊重
よりよい人間関係の形成道徳科「相互理解、寛容」

社会科「情報モラル」

学校行事「文化祭」

Ⅲ　授業実践
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（2）　研究内容２
・架空のグループトークのやり取りから、オンライン上の発言がどう受け取られ、どのような結果

を生むのかを予想する場を設定し、話合いを通して多様な視点から考えを深めることができるよ
うにする。

・話合いを通して得られた多様な視点を基に、自分だったらどのような行動をするか、考えを再形
成する場を設定する。

　
6　本時の展開

（1）　本時のねらい（目指す子どもの姿）
・適切な意思決定を行い実践し続けていくために必要な知識や行動の仕方を身に付けている。
・多様な意見を基に自ら意思決定している。

（2）　学習過程

　

7　事後の活動

・今後、オンライン上で自分
自身に起こり得る状況に合
わせて、よりよい使い方を
考える。

・客観的な視点から物事を捉えるこ
との重要性を理解し、進んで実践
している。
【思考・判断・表現】（観察）

・オンラインだけではなく、
ふだんのやり取りの中で意
識していくようにする。

子どもの活動 目指す子どもの姿と評価方法指導上の留意点

指導

過程

導入

つ
か
む

展開

さ
ぐ
る

終末

決
め
る

見
つ
け
る

課題　友達とコミュニケーションを取るためのＳＮＳのよりよい使い方を考え、自分自身が気を付けることを決めよう。
□タブレット端末を活用して、お互い

の考えを共有することができるよう
にする。（Google ドキュメント）

□返信の内容によって、ハッピーエン
ド～バッドエンドのどの結末になる
かを考えるようにする。

【②】行動の選択肢の議論
　

返信によるストーリーの変化や違
いを予想しながら考えている。

□答えをまとめるのではなく、そのと
きの状況や立場によって捉え方が異
なることに気付くことができるよう
にする。

☆多様な意見を基に自ら意思決定して
いる。（記述、観察）

【②】前向きな対処法の追求
　今後の自己の前向きな行動につい

て意思決定している。

これからのよりよい関わり方について意思決定する
○　今後、オンラインコミュニケーションを取る上で

意識したいことは何ですか。また、今回の学習をふ
だんの生活のどのような場面で生かすことができま
すか。

トラブルを起こさず、みんなが楽しくコミュニケーシ
ョンを取ることができる返信を考える
○　自分だったらどのような返信をしますか。

・余計なこと言わなくていいんじゃない
○　考えた返信が最終的にどのようなストーリーを描

くか考えてみましょう。
・「○○時集合にしよう！」といった返信だと、あ

かねが置いてきぼりになってかわいそう。
○　ほかの班とワークシートを交換し、どのようなス

トーリーを描くか予想し合いましょう。
・あかねに気遣いすぎると逆に気まずい。

○　ほかの班の予想から、自分たちの考えをもう一度
考え直してみましょう。
・自分たちが考えた結末とは違う捉え方だな。

○　気付いたことをまとめましょう。

□事前アンケート結果を提示し、本時
の課題につなげる。

□発信側、受取側それぞれの視点から
特性について理解を促す。

【①】情報技術の仕組みの理解
・相手の顔が見えづらい特性
・思い込み、誤解が生まれやすいと

いう特性

ＳＮＳに関する事前アンケートの結果を確認し、本時
の題材を自分事として捉え、課題をつかむ
○　クラスの多くの人が、友達とのコミュニケーショ

ンの手段としてＬＩＮＥを使っています。
オンラインコミュニケーションの経験を振り返る

・お祝いメッセージが何件も来た
・自分の発言に既読は付くが反応がない

ＬＩＮＥにおけるコミュニケーションの特徴を理解す
る

指導上の留意点（□）評価（☆）
研究との関わり

○　主な発問や教師の指示
・予想される子どもの反応

Ⅲ　授業実践
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観
点

評
価
規
準

　自己の生活上の課題の改
善に向けて取り組むことの
意義を理解している。
　適切な意思決定を行い実
践し続けていくために必要
な知識や行動の仕方を身に
付けている。

　自己の生活や学習への
適応及び自己の成長に関
する課題を見いだしてい
る。
　多様な意見を基に自ら
意思決定している。

　他者への尊重と思いやりを深めて
よりよい人間関係を形成しようとし
ている。
　他者と協働して自己の生活上の課
題解決に向けて、見通しをもったり
振り返ったりしながら、悩みや葛藤
を乗り越え取り組もうとしている。

子どもの活動 指導上の留意点 目指す子どもの姿と評価方法

アンケートに記入する。
自分自身の生活を適切に振り
返るよう指導する。

アンケートを記入しInstagramやＸ
などを使って投稿する人の気持ちに
ついて考えている。
【思考・判断・表現】（アンケート）

音更町立共栄中学校　第１学年

授業者　青木　大地「ＳＮＳのよりよい使い方を考える」

1　題材　「いいねの感じ方」
　学級活動（2）ア　自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

2　題材について
（1）　子どもの実態

　授業実践１のほか、学校生活のあらゆる場面でスマートフォンの利用についてやＳＮＳの危険性
について扱っているため、子どもたちはスマートフォンやＳＮＳを正しく利用しようとする態度が
養われていると考えられる。

（2）　題材設定の理由
　事前アンケートによると、ＬＩＮＥと比べると公開系のＳＮＳ（InstagramやＸなど）の使用率
は低い傾向にある。アカウントは所持しているものの、写真やメッセージなどを投稿したことがあ
る子どもはほとんどおらず、他者の投稿を見ることが中心となっている。
　そこで、本時ではInstagramやＸなどで写真を投稿することを想定した疑似体験を行う。＃（ハ
ッシュタグ）を付けたコメントを投稿し、フォロワーから「いいね」をもらうための投稿や、炎上
する投稿がどのような結果になるかを予想し合いながら、個人の価値観と他者の価値観の違いにつ
いて理解できるようにする。また、具体的な場面においてよりよい行動を考えることで、責任をも
って行動するスキルを身に付けることをねらいとする。

（3）　他教科等との連携

3　評価規準

4　事前の指導

5　研究内容との関わり
（1）　研究内容１

・事前アンケートから子どもの実態を把握した上で、子どもたちが今後使用する可能性が高いＳＮＳ
（InstagramやXなど）を題材に扱う。

・授業実践１で取り扱った心理的、具体的特性に加え、本時では「受け取る状況や場面によって同
じ情報でも感じ方や捉え方が違う場合がある」という特性について取り扱う。

5　中学校授業実践２

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

技術・家庭科「情報に関する技術」 学級活動⑵ア
自他の個性の理解と尊重
よりよい人間関係の形成道徳科「相互理解、寛容」

社会科「現代社会と私たち」

学校行事「文化祭」

Ⅲ　授業実践
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・今後、ＳＮＳ上で自分自身
に起こり得る状況に合わせ
て、よりよい使い方を考え
る。

・客観的な視点から物事を捉えるこ
との重要性を理解し、進んで実践
している。
【思考・判断・表現】（観察）

・ＳＮＳ上だけでなく、ふだ
んのやり取りの中で意識し
ていくようにする。

子どもの活動 目指す子どもの姿と評価方法指導上の留意点

（2）　研究内容２
・写真に＃（ハッシュタグ）付きで投稿する疑似体験を通して、見ている人が楽しめる適切な言葉

について考える活動を行う。
・話合いを通して得られた多様な視点を基に、自分だったらどのような行動をするか、考えを再形

成する場を設定する。
　
6　本時の展開

（1）　本時のねらい（目指す子どもの姿）
・適切な意思決定を行い実践し続けていくために必要な知識や行動の仕方を身に付けている。
・多様な意見を基に自ら意思決定している。

（2）　学習過程

7　事後の活動

指導

過程

導入

つ
か
む

展開

さ
ぐ
る

終末

決
め
る

見
つ
け
る

課題　１対多数におけるＳＮＳの利用について考え、自分自身が気を付けることを決めよう。

☆多様な意見を基に自ら意思決定して
いる。（記述、観察）

【②】前向きな対処法の追求
　今後の自己の前向きな行動につい

て意思決定している。

これからの友達とのよりよい関わり方について意思決
定する。
○　今後、コミュニケーションを取る上で意識したい

ことは何ですか。また、今回の学習をふだんの生活
のどのような場面で生かすことができますか。

□タブレット端末を活用して、お互い
の考えを共有することができるよう
にする。（Google スライド）

【②】行動の選択肢の議論
　見えない相手の反応を予想しなが

ら議論し選んでいる。

☆適切な意思決定を行い実践し続けて
いくために必要な知識や行動の仕方
を身に付けている。

　【知識・技能】（観察）
□答えをまとめるのではなく、そのと

きの状況や立場によって捉え方が異
なることに気付くことができるよう
にする。

写真に合った一言を考える
○　自分だったらどんな一言を付けるか考えましょう。

・72時間ぶりのちゅ〜る　・大好物だニャー
○　班で話し合い、それぞれの投稿のいいね数を予想

して分類しましょう。
・この一言は不快に思うからいいね少なそう。

○　班の中で一番いいねが多そうな投稿を決めていい
ねをもらってみましょう。

○　実際のいいね数から自分たちの考えをもう一度考
え直してみましょう。
・自分たちとは違う捉え方をしているな。

○　班の中で一番いいねが多そうな投稿を決めていい
ねをもらってみましょう。
・グループの中ではあまり人気がなかったけどクラ

スの中でいいねが多くもらえた。
○　気付いたことをまとめましょう。

□事前アンケート結果を表で提示し、
本時の課題につなげる。

□受け取る相手によって感じ方や捉え
方が違う場合がある特性について理
解を促す。

【①】情報技術の仕組みの理解
・相手の顔が見えない
・思い込み、誤解が生まれやすいと

いう特性

ＳＮＳに関する事前アンケートの結果を確認し、本時
の題材を自分事として捉え、課題をつかむ
・クラスの多くの人が、公開系のＳＮＳ（Instagram

やＸなど）に興味を示している。
ＬＩＮＥにおけるオンラインコミュニケーションにつ
いて振り返り、InstagramやXなどとの違いを確認し、
本時の課題につなげる
・InstagramやＸなどは知り合いなど、多くの人か

ら見られるようになっているため、更に誤解が生ま
れやすい。

指導上の留意点（□）評価（☆）
研究との関わり

○　主な発問や教師の指示
・予想される子どもの反応

Ⅲ　授業実践



6　6　中学校授業実践記録中学校授業実践記録
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【研究との関わり】 
一人一人が意思決定
する学習展開の工夫

【研究との関わり】 
日常モラルを生かした
学習内容の工夫 

導
入
導
入

展
開
展
開

終
末
終
末

音更町立共栄中学校　第１学年
授 業 者　青木　大地　教諭　
研究の内容1　日常モラルを生かした学習内容の工夫
研究の内容2　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

「ＳＮＳのよりよい使い方を考える」
学級活動　⑵ア　自他の個性の理解と尊重

よりよい人間関係の形成 
題　　材　「LINEのトラブルを避けるには？」

課題：友達とコミュニケーションを取るためのSNSのよりよい使い方を考え、自分自身が気を付けることを決めよう。

「皆さんだった
らどんな返信
を 返します
か？」という
アンケートをし
ました。 

みんなに知らせることが
できて便利！

内容を考えないと、 
トラブルになるかも。 

自分だったらどのような返信をするか考え、
その後のストーリーを想像しましょう。 

あかねに触れるべきか、
触れないべきか…。

行けないと言っている
んだから、放ってお
いてあげた方がいい
んじゃない？ 

これがハッピー
エンドってどう
いうこと⁉ 

同じ返信でも、違
う捉え方をしてい
るなぁ。

伝わり方がそれぞ
れだから、よく考
えて送信しないと
いけないな。

ふだんの生活でも、
言葉遣いに気を付
けたい。 

文化祭 で も 連絡 で
Chromebookを使う
から、気を付けよう。 

これは言葉遣いが
悪いなぁ。

気まずい雰囲気になり
そうだから、ちょっとバッ
ドエンドかなぁ。 

その返信は、バッ
ドエンドでしょ。 

何を歌う？ 

・相手の顔が見えづらい特性
・思い込み、誤解が生まれやすいという特性

　SNSに関する事
前アンケートの結果
から題材を捉え、課
題をつかむ

1

　LINEにおけるコ
ミュニケーションの
特徴を押さえる

2

　みんなが楽しくコ
ミュニケーションを
取ることができる返
信とその後のストー
リーを想像する

3

　ほかの班で作った
返信を使ってその後
のストーリーを想像
する

4

　それぞれ想像した
ストーリーを見比べ
る

5

　今後の自身の行動
について考え、意思
決定する

6
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導
入
導
入

展
開
展
開

終
末
終
末

音更町立共栄中学校　第１学年
授 業 者　青木　大地　教諭　
研究の内容1　日常モラルを生かした学習内容の工夫
研究の内容2　一人一人が意思決定する学習展開の工夫

「ＳＮＳのよりよい使い方を考える」
学級活動　⑵ア　自他の個性の理解と尊重

よりよい人間関係の形成 
題　　材　「いいねの感じ方」

課題：１対多数におけるSNSの利用について考え、自分自身が気を付けることを決めよう。 

投稿を見たりＤＭを送ったり
するのがメインで、投稿は
していないですね。 

Instagramや
Xの利用に関す
るアンケートの
結果を見てみ
ましょう。 

前回のLINEとは違って、
より多くの人に見られる可
能性があるな。 

＃を付けた一言を班で交流し、いいね
数を予想してみましょう。 

どんな風に受け止め
られるんだろう。 

これは５０は
いくでしょ！ 

これ面白いから、
いいねが伸びる
と思ったんだけ
ど…。

たくさんの人が見る
から、言葉を選ば
ないといけないね。 

同じ投稿でも、違う
捉え方をしている
なぁ。 

自分は平気と思って
も、ほかの人からし
たら嫌かもしれない
な …。 

言葉遣いに気を
付けないと誤解
が生まれるかも。

みんなが楽しく見られ
るようにしたいな。 

思ってた数とは
違うなぁ。 

グループの中での感じ方と、クラスでは違っていましたね。
もっと広く、いろいろな人が見ることを考えたらどうでしょう？ 

この言い方は、いい
ねが少なそうだね。 

使っている人が４割で、 
８割の人は興味をもっ
ていますね。

・思い込み、誤解が生まれやすいという特性
・受け取り手によって捉え方が違う

　SNSに関する事
前アンケートの結果
から題材を捉え、課
題をつかむ

1

　InstagramやＸに
おけるコミュニケー
ションの特徴を押さ
える

2

　写真に合った一言
を＃を付けて考え、
班でいいね数を予想
する

3

　GoogleFormsで
各班の投稿に「いい
ね」をし、結果を確
かめる

4

　結果を受けて、再
度 、 各 班 の 投 稿 に
「いいね」をする体
験をする

5

　今後の自分自身の
行動について考え、
意思決定する

6

【研究との関わり】 
日常モラルを生かした
学習内容の工夫 

【研究との関わり】 
一人一人が意思決定
する学習展開の工夫
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7　7　資料「行動の選択肢の議論のアクティビティ」資料「行動の選択肢の議論のアクティビティ」
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　テーマを中心に配置し、どんな

返信をするか書き込んでいます。

考える際には、相手のどんな様子

を想像したか、何と答えるかにつ

いて相談しながら書くように指示

をしています。 

　Teamsのチャット機能を活用

し、先生から送られたメッセージ

に返信する活動をしています。相

手の様子を想像して返信を考える

疑似体験となります。 

　事前アンケートで集めていたコ

メントを一覧で配布しました。そ

の中から個人でいくつか選択し、

よりよい表現に変えていきます。

その後、班で交流し、シートに記

入しています。 

　Teamsで動画を共有し、コメ

ント機能を活用しています。「い

いね」スタンプなどのリアクショ

ンもすることもできます。

小 

学 

校 

授 

業 

実 

践  

１

小 

学 

校 

授 

業 

実 

践  

２

○　マッピング

○　チャットへの返信

○　ビフォーアフター

○　動画へのコメント

アクティビティ 活動の様子 
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○　Google ドキュメント（返信投稿のグループ分け） 

○　Google スライド（スライドの入れ替え）

中 

学 

校 

授 

業 

実 

践  

１

中 

学 

校 

授 

業 

実 

践  

２

　各グループにGoogleドキュメ

ントを配布します。枠外にある吹

き出しに、個人でLINEの返信を

記入します。 

　記入後、グループでそれぞれの

コメントについての感じ方を交流

し、「ハッピーエンド、ちょっとバ

ッドエンド、バッドエンド」の枠

に吹き出しを移動させます。 

　この後、同じ作業を、違う班で

記入された吹き出しで行い、自班

のストーリーと他班のストーリー

の違いから、受け取り方の違いに

ついて体感する活動です。 

　各グループにGoogleスライド

を配布します。1人１スライドを

編集し、ハッシュタグを付けたコ

メントを作成します。

　班でコメントの印象を交流しな

がら「いいねが多い、普通、少な

い」の３段階で予想をします。そ

の際、スライドの場所を移動する

ことで、表しています。
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Ⅵ　研究のまとめⅥ　研究のまとめ

 

1　1　研究の内容に関わる本時の検証研究の内容に関わる本時の検証

　　（（11））　　小学校小学校

①　①　日常モラルを生かした学習内容の工夫について日常モラルを生かした学習内容の工夫について

○　事前アンケートを活用し、子どもの実態をつかむことで、子どもが自分事として考えること

ができる題材を設定することができた。

○　導入段階で情報機器の特性について取り上げ理解を図ることで、その後の活動における視点

が定まった。

●　相手のことを理解し、尊重しようとするあまり、自分自身が我慢すればよいという思考も見

受けられた。

②　②　一人一人が意思決定する学習展開の工夫について一人一人が意思決定する学習展開の工夫について

○　授業の後半部分で、ＳＮＳでのやり取りについて疑似体験する活動を取り入れることで、具

体的な場面や雰囲気を感じることができた。また、理想論にとどまらず、実感を伴った意思決

定をしている子どもが多かった。

●　体験をすることで活動の規模が大きくなることも考えられるため、細かな時間設定が必要で

ある。

　　（（22））　　中学校中学校

①　①　日常モラルを生かした学習内容の工夫について日常モラルを生かした学習内容の工夫について

○　事前アンケートから、子どもたちがふだんどのようにデジタル機器を使用しているのかなど

を把握し、子どもたちの実態に合った題材を設定できたことで、より自分事として捉えられる

ような授業設計ができた。

○　インターネット上のコミュニケーションは、相手の表情や状況が見えにくく、思い込みや誤

解が発生しやすいという特性をつかんだ上で、より具体的な場面を想起して学ぶことができた。

●　学級内での疑似体験では、多様な価値観に触れる機会が少ないため、より多角的な視点を得

るため異なる背景の人との交流があるとよい。
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Q：オンラインコミュニケーションが題材でしたが、学習してみてどうでしたか？

思っていたより気を付けなければいけないことがたくさんあるなと思いまし

た。ふだん友達と話すときも相手のことを考えて伝えたいです。

Q：今日学んだことをこれからの生活にどのように生かしていきたいですか？

インターネットだけじゃなく、ふだんの生活でも相手に失礼にならないよう

に言葉を伝えたり気を付けて話したりしたいです。

Q：今日学んだことをこれからの生活にどのように生かしていきたいですか？

ほかの人の発言が自分にとってはこんな感じ方をするとか、また別の人はこ

んな感じ方をするとか、受け取り方がいろいろと違うことが分かったので、

相手を思った返信をするのが大事だと思いました。

Ⅵ　研究のまとめ



②　②　一人一人が意思決定する学習展開の工夫について一人一人が意思決定する学習展開の工夫について

○　疑似体験をする中で、互いの意見を交流し、その意見や捉え方の違いや感覚の違いについて

触れることで、ＳＮＳの利用経験が少ない子どもでもこれからの使い方を考える授業構成にな

っていた。また、相手のことを考えた行動をすることについて、オンライン上でも日常でも変

わらないということに気が付くことができた。

●　自己の今後の行動に対する意思決定をするため、オープンエンドの形となっており、その後

の行動を振り返る場面の設定が必要である。

2　2　授業実践前後のアンケート結果からの検証授業実践前後のアンケート結果からの検証

　今年度も研究の成果を様々な視点から検証できるように、小学校、中学校ともに、授業実践実施前

に１回目、授業実践終了後に２回目のアンケートを実施した。回答形式は的確に実態を把握するため

四者択一としたほか、それぞれの項目について選択した理由の記述欄を設けた。全ての質問の選択肢

は、「よく当てはまる・まあまあ当てはまる・あまり当てはまらない・当てはまらない」となる。そ

れらのうち前者２つを肯定的回答「当てはまる」として集計したものが上掲のグラフである。

　小学校では、全体として高まりが見られた。特に質問１

については、１・２回目ともに100％という結果だが、「よ

く当てはまる」の項目だけを切り取ると、39．8ポイント増

となっている（右図）。理由記述からも、日常においても

オンライン上でも相手を意識する必要性について高まって

いることが分かった。質問３ではわずかに１％増となって

いるが、理由記述において、行動だけでなく、その行動が
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○　アンケート項目（小学校・中学校共通）

１　ふだんの生活の中で、友達の意見や考えをしっかり聴いている。

２　ふだんの生活の中で、自分の意見や考えをしっかり伝えている。

３　ふだんの生活の中で、自分の行動を振り返っている。

４　自分の行動を振り返って、次に生かしている。

Q：今日学んだことをこれからの生活にどのように生かしていきたいですか？

自分は平気と思って使っている言葉もほかの人からしたら嫌かもしれないか

ら、ほかの人のことを考えないと自分の思った通りに伝わらないなと思いま

した。

Ⅵ　研究のまとめ



周囲に与える影響についても深く考える記述が見られたことから、周囲のことを考えて行動する必要

があるという責任感の高まりが感じられた。

　また、中学校においても意識が高まった

と考える。特に質問２の理由記述から、自

分の意見を伝えることの大切さや相手への

伝え方が意識されたことで、オンラインコ

ミュニケーションだけでなく日常のコミュ

ニケーションについても深く考えるように

なったことが分かる。加えて、質問４の理

由記述については、「振り返ろうとは思わ

ない」「終わったことは終わったから振り

返らない」と記述していた子どもが、自分

の行動を振り返ることの重要性や、振り返

りを次に生かす方法を学んだことが分かる

記述に変化していた。

3　3　研究内容の検証研究内容の検証

　　（（11））　　日常モラルを生かした学習内容の工夫について日常モラルを生かした学習内容の工夫について

○　事前アンケートを活用することで、実態を踏まえた学習活動となり、子どもたちが学習内容を

自分事として捉えることができた。

○　オンラインコミュニケーションの具体的な場面を例にしたことで、情報機器の特性を実感する

ことができ、日常やオンライン上で生かそうとする姿が見られた。

●　日常モラルと結び付けながらオンラインコミュニケーションの特性を十分に理解させ、かつ具

体的な行動変容を促すことは学級活動だけでは難しいと考えられる。授業後のフォローアップや、

学校全体での取り組みが必要であると同時に、家庭との連携も大事になってくるだろう。

　　（（22））　　一人一人が意思決定する学習展開の工夫について一人一人が意思決定する学習展開の工夫について

○　実際の子どもたちの使い方に近い形の疑似体験を通して考えたことで、今後の自分自身の行動

に対する意思決定を促進することができた。

○　行動の選択肢の議論を通して、子どもたちは異なる立場や考え方があることを認識し、多様性

を認めることで、意見を伝えることの重要性についても実感することができた。

●　疑似体験を通して、一人一人の意思決定に向かうことができたが、取り上げた題材（ＳＮＳの

使用やコメント投稿）の使用に関しての意思決定に終始してしまう子どももいた。

●　行動の選択肢を議論するために、様々な手法の工夫が必要であるが、その準備に手間と時間が

掛かってしまった。

4　4　研究１年次の成果と課題研究１年次の成果と課題

○　事前アンケートから把握した実態に合わせた題材設定をすることで、実感を伴う学習過程を構築

することができた。

○　導入段階で情報技術の特性を扱ったが、事前アンケートや日常のモラルと関連付けながら授業者

から提示することで、短時間で理解が深まり、その後の展開に効果的につながった。

○　子どもたちは、様々な意見や情報を踏まえ、オンライン上で起こり得る問題に対して、自分だっ
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質問２「ふだんの生活の中で、自分の意見や考えを

しっかり伝えている。」への理由記述から抜粋

その友達は、「こういう意見をもっているん

だ」と関係を深める事ができるから。

自分の意見を言うことで間違っていることも

気付くことがあるから。

本当にその行動がよいかどうかを考えて、イ

ンターネットを活用していきたい。

自分の行動を相手がどう感じているかを振り

返って次に生かしたい。

質問４「自分の行動を振り返って、次に生かしてい

る。」への理由記述から抜粋

Ⅵ　研究のまとめ



たらどのような行動を取るかを考え、意思決定を行った。特に、前向きな対処法を追求することを

重視したことで、問題を回避するだけでなく、よりよいコミュニケーションを築くための方法を積

極的に考える姿勢が見られ、他者を尊重しようとする姿が各所に見られた。

○　情報技術の特性を理解した上で、オンラインコミュニケーションについて学ぶ学習であったが、

日常生活との関連も理解することができた。また、他教科の学習活動中や休み時間中に学習したこ

とを意識して過ごす子どもも見られた。

○　冬休み明けに実施した追跡アンケートでは、相手のことを考えたり言葉を選んで伝えたりするこ

との意識が継続し、実際に取り組もうとする姿が見られた。また、発する情報が他者に与える影響

を考え、一旦立ち止まり考えてから行動を取ろうとしていることも分かった。

●　特別活動（学級活動（2））の視点から授業づくりを行ったが、実際に行動してみて振り返るという

流れを設定することが難しかった。長期的な視点で情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成す

るためには、他教科や学校行事などとのつながりを考えて教科横断的に教育課程に位置付け、教育

活動全体で取り組む必要がある。日常的な場面における指導や家庭との連携、学校外の人との交流

などより多様な関わりを想定するなど、多角的な取り組みが必要だと考えられる。

●　コミュニケーションを例に活動することで、「他者を尊重する」ことは充実していたことが分か

る。しかし、「責任をもって行動する」という視点については、友達や近しい人への影響だけでな

く、より広く社会全体への影響についても考える必要がある。

Ⅴ　研究協力校紹介／参考・引用文献Ⅴ　研究協力校紹介／参考・引用文献

─────────────　　参考・引用文献　参考・引用文献　─────────────
○　小学校学習指導要領（平成29年３月）	 文部科学省

○　小学校学習指導要領解説　総則編（平成29年７月）	 文部科学省

○　小学校学習指導要領解説　特別活動編（平成29年７月）	 文部科学省

○　中学校学習指導要領（平成29年３月）	 文部科学省

○　中学校学習指導要領解説　総則編（平成29年７月）	 文部科学省

○　中学校学習指導要領解説　特別活動編（平成29年７月）	 文部科学省

○　「教育の情報化に関する手引 ─ 追補版 ─ 」（令和２年６月）	 文部科学省

○　情報モラル教育ポータルサイト	 文部科学省

○　家庭で学ぶデジタルシティズンシップ～実践ガイドブック～	 総務省

○　「みんなでよりよい学級・学校生活をつくる特別活動（小学校編）」	 国立教育政策研究所

○　「学級・学校文化を創る特別活動（中学校編）」	 国立教育政策研究所

○　ネット社会の歩き方	 日本教育情報化振興会

○　ネット社会の歩き方がおススメする情報モラルポータルサイト	 日本教育情報化振興会

○　情報活用能力ベーシックを活用した実践事例集	 日本教育情報化振興会

○　はじめよう！デジタル・シティズンシップの授業	 日本標準
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研究協力校 研究協力員

新得町立新得小学校　　校長　　須 藤 正 博

音更町立共栄中学校　　校長　　渡 辺 弘 司

西 嶋 健 悟

青 木 大 地

十勝教育研究所　担当　籾山　修斗　／　白澤　大輔
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■協力員研究担当所員

■共同研究担当所員

柴 田 悠 二

山 本 由 佳

佐 藤 悠 樹

十勝教育研究所

籾 山 修 斗

白 澤 大 輔

　十勝教育研究所では、共同研究として、「十勝

管内教育推進の重点」に沿った研究を、管内19市

町村の共同研究員と進めてまいりました。昨年度

よりスタートした「自分の考えを表現し合い、学

びを深める子どもを育む研究～考えを広げ深める

対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して

～」では、小・中学校２つのグループでのそれぞ

れ２本の授業実践と、実践協力員に自校で実践を

進めていただきながら検証を進め、２年次の成果

をまとめました。

　また、協力員研究として、小・中学校の先生方

にご協力をいただきながら、授業実践に基づいた

研究を進めてまいりました。２か年継続研究の１

年次となる「他者を尊重し、責任をもって行動す

る子どもを育む研究～日常モラルを生かした学習

内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を

通して～」では、事前アンケートの活用や、行動

の選択肢の議論が大切であると考え、授業実践に

取り組みました。

　どちらの研究も学習指導要領を踏まえ、日常の

実践に結び付くものと考えております。本研究が、

各学校における教育活動推進の一助となれば幸い

です。

　末筆になりましたが、本研究紀要の作成に当た

り、ご協力いただきました共同研究員、研究協力

員、教育関係機関の皆様に厚くお礼申し上げます。

令和７年２月

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究
～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

（２か年継続研究　２年次）

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究
～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

（２か年継続研究　１年次）
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十勝管内教育研究所連絡協議会　共同研究

自分の考えを表現し合い、学びを深める子どもを育む研究
～考えを広げ深める対話の工夫と、学びをつなげる振り返りを通して～

（２か年継続研究　２年次）

十勝教育研究所　協力員研究

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育む研究
～日常モラルを生かした学習内容と一人一人が意思決定する学習展開の工夫を通して～

（２か年継続研究　１年次）
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